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1 B 1 ウランの新しい放一身寸化分粕仔 5去について

東茄］こ理里 ラ也田長生・木村幹 汲谷卸信幸＃い］準

ウランの放芽鷹分桁に lcl:.、その様、分裂生成物の一つて『ある印'/3/J.色朋し 1 る方広こ， 231U （以）

列しL23?Nゃの反応による.2,9u 、もしく lJ mNpを使う宕法ヵ＼｀｀一般に行なわれ Z いゐ。こころ
て前葦這がス元素の同図和の一つこ’'ある呵e と経てくることど、 1し）学処理掻灯切繁雑しさ
に難惹、があ＇）、後羞ょ 23fu と用いる乙すれ 1ま＇多くの萩分裂生成物の中かゥ残寿命の呵l を乙

グにすこ乙にかな］の困騨釦吋半ぃ、点に231Npに着目しこも、同収裔這］ためるために使用す

るトレーサーの窃’N p/Jヽ℃〈放9-11本であって、現’l定しにくいという欠点、 I J;品ぬがれはい。そこ

之＇本珀筏こ‘ば、呆｛和元表幻経はい核分製主成物の一つである＇双Te 乙その娘萩縫て＇’める /3~1 に

着目 L ｀ヨウ秦の 1回溢化炭素羞危こヨウ位/J')ウ囚l羹液とにおけるヨウ素の I司 1砕受一度
麟鱈］）乱しに紅属りこょ')、 '”Iの放射熊這庭 L 、その 1直かウ‘クランロを号す紅広と
碍立する一つ乙と目的としに。

爽駿
枝分製生成物ヨウ景遠デ｀ータ、ヨウ素の交疫·分府の床＃肛房庖して、次のようほ操奴
噸亭疇案し「こ。試料と標準物吃とともに中性3眠炉し、数晒間～糾時闊稚痰j辱pしたの
り、それまご＇に庄成しに放知性ヨウ素屯麻去する。その後さらに数時間へ砕命間経似放邊

し、その間に放知性テ lし 1しから生成した放こ肘性ヨウ素（大部分か',1行）を分雌、その放肘熊

を剛走し、ウラン量と蒐走する．
拭料に 1よ酸 1 t.ウラン CU心） 50 miずつと用い、日本保吝力研究町2 号炉(J RR-2)気送

磨 ·('ZO匂卯知 L 「.:.。このどきの中性3束 IJ 8)¥ /013 ""'/c.')vt•• sec. こ｀＇あった。爽験 A におい

て 1疇試料Iま町印給 I属闊羞p l 「こ。年去p後少量這嘩後にシ麹し、示外絲ラシ］を用い

て恣液を加温｀晃於較）国させ「こ。フヽ）で登、統残ぅ査~ 0,01 N H N03 に洛雑·し、全店、8.. 100 況£
としに。この保仔浴河笈がぅ豆五危に 10 -w,€_. 20.,,,p_ ｷ 30 'l'>'ll とと')「::..'し、それぞれにヨウに

ヵ')ゥ凶心各ヵ亙ぃ心ド，訂""'R.) i』さ/J1Z たら O この 3 巧如幻鯰そ mどrt.3 7知

四虚爬炭素李及(58 ｵ,II')'Y¥f)2 m［乙分液ロー r ，朽＂約 2 介間振）ませ、哨戯層げ召て

Q 6 叩に 1咲作と、1 うに 2 虔人リ巫し、その乙きに移丘 L (.いる萩勿痴し主成物ヨウ表の大、
街豆輩集、思去した。次I:...1四函汲素乙万tす｀って各？J\層とも 3 回表、＝争しこ残存するヨウ

素のか如t炭素ぅ溶夜色完全に 13奴、麻去する。この 3 つの水層豆）21 峙摺l放番 l 「こ。次 I こ
紅父1:.. ョウ素の四虚t.炭素落夜(58 干／叫） 2 ょ£を加え、約2炉笥批') 4 C 「こ。 1ゐ層 e
合雌後、四逗代炭素秦夜2 仇汀＇っ頁囁と 21日茨奔 l 「::...。ヨウ委の)IZ}喚に茨条ふ峰こ、

如争に）丹ヽに四唖t茨素層 I J合 l て、ここから正渥に 5 叫1 をとってオ、゜リエナレシ楳吸 ’I走疫
に入八、放射甘足をう罰’l足 l 「-::..。東馬豆 8 にお、， c I古、試料 I な 0ーを知ゑ約 5 時間；；合却 l 「こ。その後

史賊A 0)喝台と全く同様にして＇1知科洛液も加~L 「し。この 1呆fぅ茶液 oヽウ正虚に 10 』いとリ

臭駿 A の場宕と全く I司し＇方塗ぐ、この lk層をヨウ素の Im羞代茨表素夜と祝，）寸せ、次に
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四点に炭桑こ＂茨浄しに。約 Iち峙間放番［「こ復、放肘能利＇庶試 e （乍った。

結果

史媒Aの保fぉ嘉液から 104 • 20 ，，，［・ 30 出¢とこっ C フくっ「透惨試科とそれぞれ A-i • 
A-2.A-3 とし、央鳥反 6 の 1条偽洛竣いら 10 hI£ ととってフくつ「麦）危試糾E 6 とりる。各

試年も、その放肛翫放愈畔知、主叙［月2.3 峙閉と木可,i,I と 2a8 峙閉tネす 133L と・

8、 0 も日を戸＇911 との卸分に I J 1 き')と胎朽ユ屯る。全放肘級かヶ長的紅目を示ず卸分（呪

'L 1311) の名与と袷 L .5 /`'て、半啄見192、 3 峙祐］を木可部分 ('321) のみの放和骰I:各譲料につ"

(EC骰り＆こ次のようになる。

A-i : A-2. : A-3: 13 = 1,0 、‘2.1 : 3,2 : 1.0 

[3 I 吠 A -i, A-2. 1 A-3 に比べ'C 展珀威［月を示す卸分が‘'ず＇フと砂いが＇｀胎莉 Iこ支陪‘をぎ「こ
すはど＇て｀＇はない。

妾熱

上言Cの例 lこみるように、足景性，届痣性乙もにかなリよいことがわいった．． a に特咋 lょ

今吐て',0)誌方法に比べて、オ如めて簡栄｀迅速、こあリ、本法の窟や「江）京よ＂ある。細かい点
についこ言え 1虻、ン国時目悉 oヽくすれ 1-J;"、放り叶ぼl足試料t ,91.の (3 0¥ 139L, 1)9ェ r』と‘‘も

含我れでくるの CK 、う氏后蛉簗叶紅T す a /J\、y綿峨贔灼淋彬店、t i杵用す a こと加 1立＇象叫 b

D _..ガ疫去陣祠と 24時間程度にとった場合1J放知餌げ＇）足試粋中 l ヰ 1忍サ豆q 1a大初3 分吐

t'’あリ、環危蛉知羅桁/Jたヽ l へ人蘭阜に 1ぶ~.

1) /{. I fed-=1 1 ,S. A rn<:1 no 1 尺砂'o('sot。pes, Jl,_1 317 0167) 

A .New Method for the.Activation Analysis of _Uranュ um.
i恒 agao Ikeda, Kan Kimura, Nobuyuki Hasebe and Hi toshi凶ho ji.
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1 B 2 内邦モニタ—t用い遺放射化今析注、の店究（そのJI)ース人｀，中のアン十モンd/足を

東北火捏 困好良・ガロ蕨墨岨 o 茶辺·沢

目的．·熟中・rtふ l: よ；炊射化令杵遠めてりよ紅：走受玖 1•• あt h19) 一瑚＇えに火さな扶差t （半

なう肉今,,,..夕ぃ。 すなわう，、←紅、魚度 a 不灼ー＇庄 1:'沖 1』 1 i咲差' ltなな紅後＂戚辛;,..

心射能＂成'j走 I: {’f iiぅ咲天紆，切嘉 I ：よ＇）直年 4 tt軟払で'I 1 あ 1') 、も我底，i i寺ぅれな''.

本店免t l i :t戊今え未t、ヤ、11.ふ束、豆七fモニ 1- し l t ltJ.', これ 1 ，扶姜t軽減 1 ）う広

につい1.栓対した．ぃ 1 ） 主戒今よ') 4)矛、十希ぎが 1 った '1 犬 3 、 ,1D 的九十、 1 定受 l ~) 

し 1 i吋，炉討俊 a ー走灼,,主戌今，，（1'l.， r ）反）：，主成 1りのp―崩痰 1• 生じ 1べ杖紋と 1i i3 }法

0, （叫 T) 反応生戌勾しとも 1ヮぷ離し 1 t．序く 7、\• 7 トロメト') - t i 1 ，；う． 、勺杖妓り今糾汀

刹が可能 1• あれ li p→前液生戌狗り光，宅t'- 7 t I月奸モニクービーグとして、棗f、紋正が 1] な

わ,{\.. }. シり怜， あらが［．．の欧砂を。目的ん未t心t，ぇ戎今糸混今枕斜t ln 、. 1 畔、オ主り

土戎量＾比（和t) t. I勺ん表の仔在そのtt （応） le ~ I 月,, Rw =伶 RAr.，，／月 1糸t胡ぅ b'1-. l t nｷ 

げ＇1`’ 虎貨丹，今杵にあt,, 1. I• RAt t梨のtだも，： Rw t拉↓ことり＼へて·さ 3. 走吃，~)(Atの

渕走，，ケ 1．．吋なわれ 3 かう収亨 1 知；心柔 b‘• 9こく， ＇月々｝そニタードf')線克、祖度・汝襄，i

軟止さた、釘緒反＂走受 hヽ・可，itしなj。 たに）ノト沙、tハ'-jジヴら中＾鉛 9 走そ： l: 広 In l f: h1’ 

本萩i· 11.スJ..... l：令｝れi叙生，，アンケ元ンり走量，＝店 11) l て々｝、純果t f寿↑＝。

カ広： i屁令試斜の叫裂，',.、も§も良の企屁ス入゜玲オ、 L In 、', : "'/0 0 "'3-に アンケ元ン._ 0.032 

~o.8'1f'1 1 ー．わt:'~恋炉した＄我折i,f]、、 r,. 紺，：全局ス大 2 粒t i "'-をれ的 60 心｝．」、片

し l アンキ毛ン o 令そt到へ..r--.)虻．身1,~ 2 ~ ·):/<.岱中，｝土ふ乎、 2 -,.,o’ね／c況'· rec て｀ 1?0 的 I打りを射

し， 照村皮 ID 0 t佐て放射，比アンケ七ンt fl'..，李今新した。 すなわち，錢·約i王，1父 1: 炎糾し

1 n ヽう 8 N 益祓炎哀と＼ 1 4,1 アミ）レアセテ—| r．よ＇）アンケ七ンt 1'b t、今雑し） 3 N 溢

哀 r 沈玲＾伎， ぷ＇） L ケレン拭｀、松冷ド衿 l 1. T }-;f、 7、べ 7 卜，レ L i,ｷ. /Y) t:.；別走ド 1 1.束乞裂＂

3 99 戸 x 3”Nal (Tt)ク') 1、クルと 8 00 -1t ~ンぇ．）レ成、もな村忍'I.,i).、た．

拉糸:、見、t ·t主ナ 1：よ）放杓化1."アンケ毛ン bヽり，, 122Sb (2.8J., p-, EC, o: o.!;↓4- MeV!也） h・トが

喧（£ 1 J,戸 r: o. 603, /.t~, z.o~ MeV 池）も生じ， スス｀り‘~ Iぇ下杞 I']:.) 心Sb C 2. 8 t) •'そ王

成 l 1.残紗 1 Jよういな~.

唸7l (?t, l) 西Sn.
a. 2 b 

(5. 9 8 %) 

に~_:_!_)_ー→12`
4-”'b 

p-, r: o.326, 0,64MeV 

9.7mi1 

p—, I: 0. 8 l, l. 0 7 MeV 

q. b J 

/25sb 
面， I ： 0. 175, 0, 427, 0, 525 HeT I也 /lS 

Te 

2. 8 1r 

烈如伎，o 1a 社t舛 1 アンケ七ンtはb 士、今菰す «,-,_··''2Sb, 114錫う• F O.. I吐rb ，，秀今 r 狩、J、へ”グ

I`’ し"'..埓·らた）．
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／グム

況今t知奸。．ぅ令離 l r, アンケ毛ン 7 うフ

シ，ンの r 、吋原 7、へ• 7)、)レ,ダ.:J1.,,J，テ、 I h. 

アンケ七ン 4 定受，,': /24s h の 1. b9 MeV のピ

ーグtぷJ IO T iことわ＼•• 1 さ） スス”t熱中')生

ふ束 1£J令｝モ＝ダーヒ＼t ,,sSb 0 0. 4-27 MeV 

のヒ'- ]、旬材tす,,. 6') 1 tt枝 L ）ふ試‘析につ
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,、 1 和t =守n( 唸b 1.• 1 MeV) /c炉｛疇 0.4 2 7 

MeV) t算土、した． こ。先メ、 l丈 10 l たん以も

7、久、なす、 l•· 芥、吃今'" l.,_ ,fiャたし 1 ヽ・たアン

ケtン， r； i v., J: /22品（ n, 1 ; p-; n, ~)''t s b") 

2 穴的反広 1べ＇）令 1さ］ r J 1'fsb a 主成をt 7t屯

,,o{ 1 ヵfJ l. l た．

R町＝ k (島；― ca)' cl. = (KAt) h/Anh 

末宍ゞ§令生汁下 1·· I'- o¥ = /. (,4-X /0-4 -r· あ）f:.

スズーアンケ毛ン分、退令眈粁 9 品 vA. &t 

監／邸No. Rw 恥
ーヽ -3 

1 8.67ti0 ぷ£8, 10 

3, 8 8 x 1 0 -b 
-3 

2 2. 5q X)0 

1. ~5 x J O- し -3 
3 1. 2 3 x / 0 

-’ -4 
4 1. 0 0 > 10 6. 8 l x I 0 

5 3.12,10-7 -4 
2, 0 6 x 1 0 

JO 
5 

104 

患墨ミ1
は°{1;] 。+::o;,; I 

/.b9 M 
.. I 

f50 

-3 
1. 52 X 1 0 

l. 50, IO 
-3 

l. 50 • 10 
-3 

-3 
/. 4 7 " 10 

l. 5 2 • 1 0 
-J 

平灼 1. 5 0 x 1 0 -J 

採和；玲差 ±0.0/8,10-3 (土 1. 2 %) 

守~µ_'拉杖｀ス入―i•):.リ`•免肝7，J、.. r. 9. 、 1 本沙、 l: F') アンケ元ンのな量： L 本‘のたと：),

牙礼る•• K 2 1 rrm i,ｷ t (/ｷ 3. o rr "如‘められ「：．

床 1灯今fモニター沙、心 7、J、い＾中，：なうれ b 、勾 o. I pP'~ 1 't"'アンケ七ンし甜灯扶灸 I 2 y。

以 I勾 1、走蚤す；方；広とか,.

An Internal Monitor Method on Activation Analysis (II) -

Determination of Antimony in Tin 

By Yoshinaga OKA, Toyoaki KATO and Hui-Tuh TSAI 
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lB~ 内舒知ニター屯 1什 v9} 故知読犀か研究（そ，，，JJL）ーヌガンジウム虚知崎

東北大窪 周好良。野村紘一

目的：熱中性手 1: S 3 放射化介析 Iょ鋭寂tりも受法'l l て広く行なわれているが、通和比
敦足量法で 1よ 10 ％柱度のi麟誤差屯ともなう場合が少なくねい。本研究 ·(1 t先板（そIi JL)と
同様に、内舒モニター法 l: ;')定量精皮み句l:..も 1到＇），本法 1・、ようスカソジウムの充量ド
関す 3 基礎］ず梵を行ti,た。ヌクンジ‘ウム 1j咬（ 1l ， 1)46Sc 屯か I If]しく鋭紋 lく定受 1 れ｝が‘
ぞの際， 試粁 Iベガ）レシウムの一定受た 1勺舒毛ニターとして恭加してお IJば｀ヽ4-bCa, ('l1.,r)む

工→ 47Sc の反応 1 こ S 1 唸しが生成す 3 から．烈射使の一史吋 I：スカンジ‘ウム屯皐紐し． 4知
，，生成憂 I~ S ? 7.線束丞皮の変勅t竪視することが＇て｀， '3 。今躍伎 1: 得られる唸c＋唸c ＂
混合 1 採ズヘ゜クトルからこの両核妓ヵ生成量：，，比（:J<At) 1t.求｀め、 これと両ぇ素ヵ空遵此（石）

との杖l i糸をあらかじめ混令比が既知み混合試料it }fl I,,\て哨らか l C してお I tば、 I欠拭料凡分

析 Iミあたって 1し懇射と渉J史の条件を混合試科の場合し）司ーにして RAtを求め．翠杓叶(w

セ知 3 ことか｀できう。本法 I! 線束密友ゎ不均一性ゃ打已遮蔽 I: .l: 3 訣差を軽：成すうたい I tて｀．

なく，絆采は恥＂実況1Jみみかぅ輩迅 2 れうかり、化摩な諏の収卒t求｀めう）必零か‘'ijレI•
し「ぐがって、釦麟加の使零もない。

方法：モ:::.ターに用いたカルシウムは．市販の特級fl)戻絞カルシウムt再糸点品 1: より精駿

L たもので、 これf/)約 12曰 (Ca.tしてt曰）にスカンジウムの一史量(0004~0.3 fj只添加混

合して混合比ゎ累打 35 拭料屯作 1), RAt加． R可 屯求｀めた．これらの拭斜 li、チれぞれ内
径 5171.況の石芙管/'::封入し．JRR-2 の尭直失、験孔の 2 x 1013 ッ／石紅ec で 180 皐位、射した。約
q日間冷却した使 1ミ石英嗜屯こわして内窓初屯ビーカーにがうし， カルシウムからスカンシ‘‘

ゥ A の/JJ'--魯使を行ねーった。すなわ 5. 命研蔽 I：芯月f,I) 1支， pH 2 I：釧往し、 0.5MTTA—へ‘＇ンゼ

ン斎応·‘ヌカンジウム屯抽出分栂レ． ~ S I べ、 ZN H 位濃炭て‘]を抵l 出を行ね‘し I' オ、0,) エナレ

ン試験をドt')助1度試料とし仁。沙J先 lょ既 X3'Na.I(Tし）クリスタルと束芝 300 今ャンネル淡
高今析器によって 1採スヘ’クト）レとfの経峙変化を追抹した。

娃果ち· Jび‘芳祭：主打枝的性賃は次らとう／）であう。

幼Ca ニエ 41[a了怜7→ 41K (叫）
（邪．n%)

“c0 号討→ロー占丁― 45証（叫b)
(2.0紘）

〖冒41Ca匡胃戸土竺的直~ 47万（叫）
(0. 0033'f.) 

も 4平ユ→ 41ca 釈 l: 3.1,4-.1HeV) 4位 P— 、1 41冗（心紐）
(0. l 叩） 1.1 b. 3. 3 77L. 57 匹

笠彗冒□4-b5c 旦碑国丑仕厄（叫＆）
(1DO 松） 34d 
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介諏伎めプ稼スヘ゜ 7 トル／’、 1 よ 9 47$c の O.160 灯の光電ピーグと1;.1,Ec の 0. 窃 7月汀ぉJびJ.711

間のビーグが検出 1 れ，それそ戒の芋域判 l: L t：か‘7 て絨案しに混合試料 h y線スヘ。ク

ト）レか S 0.1 b o MeV ぉJび o. i37 MeV あ 3 レ 1 1.t /. 11 1/1eV めヒ'- 1 の面特計数字た求め．それを

れが誰碕（慧附い），，i直 (R叫 1く琥扉した。滉合試斜it> 1 線スヘ’クト lレI) 1 例を図 1 ／●、オ、

す．fAt "'cp.s（土、 0． 337Hり）／cps (47Sc. 0.160 He『）肌恥＝平（匁，1.1 1叩）／平（名，0./60仰）
を求｀め， 、、のi直と即（：：庶／位） とを 7' tJ、ゾトす｝と図 2 めよう 1: fj.')食，！直絲澤）係を碍た

．烏""(J, 162. ｱ 0. 007) X 10す•RAt わJび K町＝（ 1.S26 士 o. 01z) x w,. 島tと/j'} 本· [J..]抒モニ

ター;A 1 a:燐i足方べ‘さ絲采てあ？た。本法 1.、.t')ズカンジ｀ウムilJ史量下腋 11 約 o. 000 1 が］ど籾

対該差土 2 °/。以下の史受法とな 3 ．妨年反応·としては．炉内星ヤ性子）＜よ 3 吐（叫 r)な

で“況が生じ‘るかりチタyみ矢在 I J妨塔とな 3 か＇•名の仕皮を放対すしたとこう ）月穀め懇

射t 10 平 (O.m虹）／呵万であ 7 て． これはスカンジ｀ウム約 o.oo 2屑 l＜相当す:i.すねわ
ぢ，＂の執料 z" IJ妙考め柱友 I戊、社 1‘’ さJ. ;1 1く名（叫 1)芯丑戸氏(')'!.J)唸c の二次反

応遣考も袋、ネ見 Z'` 3 3 ．安際の史量例として， テクタイト（仔度支肝底）わjび｀守りい影し｛

ット ’I ウム 1: 令 3 れ 3 スカンツ・ウムめ史量,~,f法を通 I~ し：女う綽采屯 1尋た。
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o.i&OHeV: 4'Sc 
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cし匹L No. 

200 

(x 1 0ーり

60 

4,0| (2)/ (1) 
/ 

p に

2,0 

2.0 4.0 

図 1 カルシウムースカンジ｀クム滉合拭

粁ゎ 1 秘スペク l`)レ

c,,_/;c = i. 81, 3 x 10-b 

／滋紐使 4.bdガ

日 2

邸（邸）

知露恥（紐）

(ll Kw ~ (1. 1 ね士 0.007)x1o·r.駈 Co.88711eV) 

g）裔＝（ 1.rz b t. a. o Ji) x 1 o名R.At U 111HeV) 

An Internal Monitor Method on Activation Analysis (ill) -

Activation Analysis of Scandium 

By Yoshinaga OKA and Koichi NOMURA 
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1 B 4 ／如 MeV 也キ生わ迂；； 1r 1 艮ぁ寸び｀アルニウムの放身す化か対「

甲面大王里 °辻省雄，日 1 譲，千汀違拉点媛一

目的

1 片 MeV 叩生狂汀叫今利啄t森翁函チ集ずのシリガ令よび｀ア lレ三ナtf)釦騎秤 Iら逍肘

iべ人，弟みおよび｀也＋ン屯｀朋印の K ィ合、お‘よび＇f lレ三ニウムの非磁信か和夕、軍狂。
I斗叫V 如琵、照射 l二よリ佳 1" 3 28肛〔泰（rn, p), :i,3 I "ff, /. 7りHey)方ヽよび＇ 2%（叩
（心 r)1 位夕冶， 0，87·/.0.2陥V) も利用 L I 冴の放射能瑚彰広／共秒え釈 L くに複：： I 3 

＂惰狐な噴々核祐した杉界t鳥倍うシ。
2 , 汀戎、

豆遺：豆心坦竣罹(/\.,-2/)okV,~/ダ~A, 夕C ナ伍加炉）を用ヽl 7.,,丁ーん攻虎

l吐＼） 1 4-限V 'If -l-庄臼材作iせ乞ダーケ｀｀、1 1--よリ／夕111,肌）すなれた拭料mil立罹切叩生

｝い， o,!i ~ z x!Dね／心／心C t'しあった。
m1餌即謬： ／クタ心 4 ンテ井f哩心1 愈脳灌い頃l)構討滋峨扉，いいt
叩多1 だ財古、い ().99 27M9 須I) 屁用の 2 釦の冗｀／ゲル召いいい弁藩 (SA t配）t/
A.. Iレテテペネ 1レ須葛が鱈 (MA .t町） l肴諄しr::.。 2 6 の 9A ば巧れ冷＇‘紅加¢幼'M.
かよびI llfPllヤん叫t心心這t乳I 1釦し1 -2SA.｣ ::;i}_1/ だ余ず 1.l/.タた 2,(}oHeV の I
効祖J危条t`IすQ 70~/,/0 He// のエネルギ＇ー節正） 1誂すなわち約釦穂の＂ぜー 7 麟＇
貧I 定t｀戸ように調蛙した。 W1 はy綿クペクト P メトリー1_ 1ffぅの）＝ 4を用した。
絨糾： A枡諏和 lむ訪ォ，よい＇セメントをえ＄尻／00 メ•フシコ以千の細紛としたの名／

i):ー l) エテレンラビ＇、7 ~し切殊／3 /If-凡ク X 20 囮凪 h) にヽうぅ 1ず、 1 にな~ Jうにつめ (3、 09) 1 

虹 L f.;.。檬輝料：：： I［冦tJ"ラスカ、お戸 lレ三丁釦吟未て用 I)' 布々t穐々rt')烏I令叫炭
餓'/J Iレジヤム該騎 l 1.穐々の環房の稼噸翁紫しし分枡裕樟叶t叩り：：：うピ｀、7 }-中 1：：：つめた。
峨戸シダー：照，応｀し n v」用｝兒の"/l直l 足 L' 訊｀斜 n り紅謂譴1j記直屯→免炉砂
烹汀、｛れ這鱈1jタ E ぁ，狂1}＂ラス喝（ 10 心が I 5 以汎 h 2,6夕g）を叩屁：：：ダーヒ
L, 骸料ラも‘マトrf)吋爾遣兒 L て照、射 l, It ifJ坦紋放射能t 28A 須I}足床 SA じ雙Iiiした。
屁麒叩耕庫衝＇ n 炉豆点が｀ I 'I I 07パ心！足の亘，内椋モシダ―(/)比放桝能 l企
7/80 co鴫／2叫／g, t'＇あ）た。

祖乍：叫？名シ 4/ t付 L T亭叩ぅ分 1印1n 炉］璃印り度畠う I::: ~')出、し，抵肛條 I
今J: 1) 2 /p-. I鯰評毛;::.. 9-rJ)丙繕雑紅刃げ）足条t嗚j足万j。次ヒ斜料を、＼判環 3,5 分よ

リ l 今 la抗噸憶沿を用、1 直l 迂 LI'んの後 29M /J)稔‘意を 1 フ 1-:;;- め殿射約ュ5 分i t'放罷し
巧祝l 危年 SA t'這）B］, HA t'化か 1bl <h君）定を行つた。き恥灼と？ヽ＼ tえうれた琲）迂i直 Iす
印べて 1訊胡疇印 L, ~I) 見 l f-::.-田郡宅シ 4 ーパ中能戎厖ょ l) 稲正し／印坦ヶ手 1 メ 101
刈叩I足C ＂須ll釦虚召輯化 l fパのう／稗弗骸料パれt比荻 L 犯惰しわ。
3、\~朗名、よ U‘ 尻辮，
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h 4 租 1i aum勺紘今~ 1) d) I 晃 l 1 1lレ己シウム）1 z夕かよリの考浚復）＝ I)）免曼 9

3 こt JJ¥̀ t'’そ芦、照肘條 3，ダかiリの吟7惰り唄J)尼値とば噸のコン 7° トン公iび''1-スケー

1° り／りが｀,(JI 江らり，礼戸 r濯浣しな l) ` S A て財＼l ;; t易合はもぢうんのこし I MA を目

¥l b 知べりトロナト l) —t'も兄の＂ tしリの炉＂くことが＇ 1` 屯ながった．乃ぁ‘囀f雌珀
lふ可る稼噸洛訊斜よりえちれ「叶‘4 奇、お＼よび-r Iレ三ニウムの比放射能l3，中均｝東が’I X 

心（叩如のヒき＼ SA 輯紅 lす／2030 叩I} Si0み方よび'68'00 co砕圧／9
犀汀り MA 刻影紅｀）1 l/- 930 Df凧 I9 SLO乙ぢ、いび'3630 C.Ol孤ts/t;.加／g瓜凸

1`’ あ）た。

戯燐 n 区仇9 なもり茨和元舟 I:;. ぷ 2"i m 以‘みヒめ 5 中なかった。釦 I t/-

閲畔環、りすによ＇）図（叫 P)庫（2,夕8 h.., O, 't姑，l. 8/1 2,/3 HeV) を坦し991 とL.. Iニ
呵 n"応りt t)）立な') 1 アル三シヤムの祀層をた主汎言うか）印的戸＇ア Iレ
戸に同暑り叡録（恥ら）はf)レ三ずの約 18 クの放射能を与え 3 のi''餞慮暑が＇ア 1レ

":;.-t暑の初い哀瑾炉‘灯和知兒骨羨差（夕%) If)骨囮tこぇ遣鬼を生に加
1-:..,): ぅ須J}狂 l直ヘパぢ今t湖正しな\) 1Jぼ‘門を骨 ,1 1-可能ヒなる。本誂院で 1すセナシ澤‘
料〇ぶう＼多蔚直瑾臼 lレ汀脅 n -;,o %-£亨い騎/-::.}ね玲4い喝履憶fり1? f::: n 

紅うり遺し 1:,.7惰が裁養t手 7 l 夕6枷贔1）足を 4千 1) .2¢かい') tf)場）免他＾の令↓M“

がかt U渇叩1jj狐 l吐 ·1) f lレ三tの足骨訂1 7 た。
知；＂りぷび｀也ナント誠料 1::- つヽ,1 和広t通用した船県を次釈 1-::.. 示 l た。なち康中ア

)l/:;. 1 尼量4直のう-s l) 内レ示しf,:;, 4直吋儀2 ｝ぅ幕位壻’屯瀧1正しt乞うれf:::-兒暑i直 1［ある。

シリガ否よび‘ア）レ：： f足骨鈴原

花薗厖 北土 a 粘土 b セわ／卜 a セゾン~ b セメン~c

兒 ` , リ ガ I SA 三広 1.3,631/,3/ クタ72to.l3 紬651 O.t3 2{.t紅0.必 .2/.0• 10,23 2'I.4# 1o，夕｝
ン MA或 1'1,I l/- 1l.3タ 7紡辺0,27 糾“げ0.89 2／必兒0．坊 2/.o/ tr.2r 23.f 1鯰 79

旦里
研或 ／ク／ク 1 0.タ／ /f63狐妨 沿，3紅研リ 6,081O,IO 6,0010,18 8,6紅O,f2

他 11レ：：r
（タタo) （岱'I-8) (8',00) 

堺） Hh5を ／6，切MO} 1?.rり 1咄¢ 22糾to,叫 6、 2610,/3 6,l310,l6 和／土0.()3

位糾） （ん位） {8.19) 

SA 啄ヒ MA~、を比豹すうヒ 1 矛）レ埓｀ー蓬別沿の藪正乞大正碓 l多外1 う:::.. tが＇t＇’吃うなう

1名 SA 多いの切町珈僚 1-:::- かぃ碓な琲l町げ‘主，＂傾叶扉疹わlヽi l... t｀笠う。
炉 n ぶうり孫釦貼珀中のい考名なt>:'f Iレ乞シウムt迅且汎多ガり 1ゎ磁喝問 1-:::- 尼暑介

莉 1 ）シし前介‘屯ふ航前以和i}蒋 l叩ヶィ手ー”り／〇liJ'）al -Z：あリ， 1 lし三ニヤム 1”`130

か恥ぁう。

Radioacti vation Analysis of Si l土 con and Aluminium with 14 恥ieV Neutrons 

Haruo Tsuji, Yuzuru Kusaka, Yoshimasa Shimonaka and Shunichi Yoshizaki 
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1 B 5 速中牲子放射仕成v.:J Jグド）ウムの込連史唇ぅ久

晶蒻輯油や誌合研紅「 届原泉利 0 高田紘ー 福井和弘

絡 玄
一

D-T 中、卜生手を用ヽうてナト1)'ウムの放射几今析い和い I"" ll 忍油（ n, P) 23Ne 

および‘ Z麟（瓦D(戸OF の二通 I) の核反応を利用する： K がで 3 る'‘. (n 、p)ぅ去の場

合1：：：しす庄広‘する嘔（ H = 4-0. 2 sec) I:: Jる r 諜のエネパ‘ーカ9 0.4f/... MeV と即稜的倦

、) f：：：めに項惇時の％戸遠 1= f、く，うり痰瀑の現ゎい。夕 I MeV に近培 L て、，るた
め（＝炉印紐挫 v· ；，て大 3 く妙名＞される。 ミれに吋し、 (n, C()法にJれば比奴り

る 20F (秒＝ 1O. 7 sec) 1= J" ;3"キェネ Iレギーt1,· 1. 63 MeV ~高い0)て、シング 1レケャ

ネ lレ P.H. A によ 3 測足に際して哀好f1 ％比 l1ゞ紺惰て＇さ，さら 1：：予ィ着的 rフ宦険がらか口y
高、う栢鳩度ゥ＜得 5 れる：：し疇知いに。 暑届ら 1;} 瓜A ..r...c7)災 I二着目して，（ n ，0()
法によ，て-r I-リウムを足量する T::: <11 0)窄稔条件，今折広度および今杵精度、に及ほ］皮ft
え長0)影響 r"fビ｀しつ、，て栓遠戸行『't=-。

装置・試茨
中狂う源

制御禾

測定呆

試｀莱

その他

東芝製 WAT-ZOO D-T 中拉手発立裟置

逢融l f秤萎置 気送甚置 CR 自劾現格化泰置
3"x 3’' ウェ）レ型 Na. I (TR) 検広忍 シング'Iレナャネ 1レ P. H. A 

400 わかレ P.H.A (T-M.C) 

令属ナトリウム 如I:'.ナト1)ウム 塩牝アンモニウム 戌酸、ナトリウ
ム コ八 7 酸 （ヽ l f"れも市販特•扱品を再純~t L て用、， 1二。）

宅腔試料 l.tすべて直径／5mれ、 毛ざ 20 il'IM 0)オs リエナレン製ラビ‘`’/卜
ケース l= 封入して用、，t＝ o 

史験括呆
1. D-T 中ね手によ') 15 秒間街弩を

行打った金属 T トリウムの r や某スペ 7 ~ 

）し~ Fi~. 1 ド示i T::. 。

2. 今祈qための吏陳今喉を次のJう

r-定めた。 ：：：れ 1= ょ1J /試料0)か折（す

2 か以内に終iする。

(i) 知迫誓を通して試料をクーゲ｀ット祁
へ送,)．時足数を Io. 7 sec 1二足、．，卜 l

rz C R 沿1 卿届V- Jフて自動的(=放射化を

行巧う。

di)約 5 サ今杵0) 0)ち． I｀ 63 MeV (= 

A
ピ
s
u
a
:
iu

゜

Fig, I 

0.5 1.0 1.5 2.0 

Energy (MeV) 

D-T 中は手にJ 3 放射化直後の月訟

0) y-線スヘ°かレ（衡勢 I 5 秒冷l:p 2 がグ）

(3"x 3‘‘ 幻型油Iば）桧鵡— 400紐 PH.A)
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さら！：：う l 紅）て 30ワ

(111) 

3. 

4. 

相当する放射能をシン 7‘1レ炉ネ，レ P. H.A にJ', 7. 30 利戸慌L,

．疇放射能ば k l 1 堆寿命枝痙V: J' 3 寺ふ）を痢足す~.

ぷ紆命核撞Y- S 3 喜与をい1 、,t＝のち，＂試料によ 3 計叙値 k 比給 L て兄量する。

茨利元東叶碍

2DF 卜J 3 /̀ 63 MeV 0) r 媒を運Il 定す 3 1易合， ：：の付追も L < lすこれJ 9 高＼、エネ lし寺・

ーの＂果を放出し，かっ寸の半い疇り‘ヽ｝ Jぅ n 該種が某科す 3 k 痢足拉術工0)今甜

lす困難でみる。 陪老iら 1すこのJぅ r; 妙告が予努、され 3 え負の代名均fづ 4 の K l t藪乗

k i"：如い，谷クのナトリウムに対t 3 J科痒 k 1 れら 1:. .rバぽりん合、J'c 0¥ l雌

建暑 bり(<吟味しf=。 藷免 l3 !‘o (n 、 P) 16/'I （こJ)て生す 3'‘N の r 線 (6~7 MeV 1 

Tk = 7.3夕 sec) のコン 7° トン似乱楳ぶ咋oi ~l if義 ®l" 肴与f 3. Fig. 2 lゎ炭簸

ナトリウム 13 封してコ）ヽ 7 蔽t恭加してtトリウムに打する及f3 戟岳"I :(. Iレ衣t着 l 'le

ぃ F, ナトリウムのみ 0‘1 斗の瓜及ぃモ lし虹つい」に衣倒 L て怜欠す 3 :::'c t禾 1

＂＂であ1)、こ0\図から い11\`i f} L”`' 鯰0)絶対瓜度＄0 I おJひ． 0/N,. むレ
比の将加に対応 1 3 瓜及道叶（％0..むし比 1 0) "'さ 約 3 %)が｀哨 5 h‘ し(Jる。

虚免 11 吹l(n,()() 34p r、J' 334P0 0 保 (2.IO MeV, Tょ＝lZ.4 5ec) が直棲的 1＝妙

患するわくこの打｝を団菱免し印杯t='塩 lビナトリウム K 加ビアンモンウムを加えt：：示にフ
ヽ 1 て吟吠しfで締界t • F i含． 3 に示 l f:o. 

且V- jる場合0) 1＿トリウムの足や口い。． 0 3 mi I 1 t::. 

泳X を含t-試料につ、，て°I < l) いえ L 今打の精及 l3相対度勧率

ナトリウム 101111

以下て•あっt：：：。土 2 % 

(
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n
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,
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110 
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/ ーーニ―-----
So、

゜

゜ 2 3 

oxygen/sodium 

5 

mole ratio 

4
 

6
 

゜ 1.0 2.0 

chlorine/sodium 

3,0 4.o 

mole ratio 

Fig. 2 井リウム 4栓景I汲町共f}椴知彩幕 Fig. 3 狂）ウム遵湯心町邦温和影第

A rapid determination of sodium by fast neutron activation. 

郎． Ishihara, K. 『1'akada, K. Fukui 

(Nippon Light Metal Research Labs. Ltd.) 
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1B6 半導体用忘誌哀シリコン中不糾屯弔D つ及痴他分析

原硫 °中ム了司，本息達次，返東玲丸

旦 辛専 Aら I）コンの竜反特＇迫 Iさ， ての不総悦")起徴漫 IC:.ょつて丸芝<没他古る°例

えば‘,S- ppb "J了ン今モンt名むシリコン学総晶の迅兼率ば 230 ,Jl.→れずあるが｀） 文，，ン分毛ン

が＇ユo ppl, I<: 増加→る1::-)抵抗率 1本 6c .n.ー知に毀かする。これ 5 拾執率にぬ与芍る瓦， v 祓 a

不終¥;_i'y_ I シ＇）コンのう 4 つタベム l;:,, 影埓ざる室金属不総勃セ主袖込して／高民隻シ＇）コ

ン中不純物の魚中没みによ百祗珈化令柘屯諒み夫。令柘試料とし c, 咎桟の高終見シ、）コ

ン屯用、,,災来瓜上の令析恥度屯得るため＼;:, J:rRR--Z-I<:. <.きR 飴屯底っ大。

立 R、い痴 L た該＇料（ 5}Sん）はl-\f-\-\l>\ 03- 1-\ ,o(~ ミ 6: 5) て‘‘洸~ l l.麦面の不訣向と稟隋、支，も姿

蓋、発皿（又は〒 9 0 ンビ‘ーカー）ヒ入仇，坦体tヵo えて\-\'l'- 1-¥ N03 （ろ：.2) ")混臨戸＇海紐 L,

蒸、発乾® |こよ＇）'r /\表＇っ令紐蹄去t特った。

葱、登四残査t陵イオンた換令訊法等の今疫によ＇）） 各ネ誌蛉t令紐し） 迅玲の没量渓尺

よっ℃イし憑脱率也束‘め） か‘スつ 1ユーカウンター， 又 Isl,~）し分分ャンネ）レ r 紐ご、へ°う).'コメ

ーターによ') I 各え祟")被紺態屯測史し）應埠試糾 L の比南交t年r ぅ不民約魯苫おめた b

筵寿命板謹 （ 24巫， S叫‘` `)  6'1万凡ー 64を凸 n1&a）吹凶 “6 沢k)

令析祓糾 (Si災）は堀洋試＇棗斗 L 共 1-;:., 了 R応るの気送篭（知1013%心·Ae-C) "l‘‘之0 令＼匂の照珈t

行った。 令柘忌度立高めるI-~ほ，照約盃伐 Iこ該‘舟斗屯令醸し左けいほ‘‘在 5 ま、）））‘’‘， この試料

＼ま滋ヽぅ放知筵（約'lo 汎は因）乞怜って、）うのて‘‘J協埠ま令険装匿t試作 L L I 1-¥F-HNO, L‘｀令

酸し，菩、発する sm :b\,`焉殻しま｀）ようにし夫。装墨っ諏唸足茶＼図 1こ武寸。士羞イしビ＇ニー 1レ

製っ学‘忽由形 9k..埓二蛍 l"1衛択塙裳＼均て‘‘令禁t芍ヽ),痘化I::.99 ニー）レと）にて'3ISぇっ 13 線 (IMMe.'17)

tシ一）し卜‘‘し） ぶ已は卜う‘｀）フ゜むよが｀ガ＇ス凌収占崖 がス丸考I::.‘‘ン筈 I｀よ＇）神集ざ"l,糸外

ヘぬる唸人た.toが以程度にする華か尤＇もた．訣料っ令解な 5 心‘‘にケイ集っ院玄に雨ぢぅ蒋由は

鍋／．ふ遜蘭て｀‘ある。

令難投作っ概略tゎュ図に示芍。令訊操作の化没奴率は I入，伝む＼｀＇応ワo %て‘‘1 他は大鉢

30 ％以·.):て‘’あっ夫。尚、QR 痴仮剌定迄の殆均若向ば約ふ時向尤｀ある。

忌急命株涯 （呪r，四，｀ 9̀ 110万， IIS` ―し1立西b—唸b, 1qs”.:t》\~へ）

試料 5} t各様涛試＇料 L #、: ::r R 応るの無画喫玖北 (\x \o1立ん心・ムe) c'‘ ＼さ 0 睫向っ、翌知屯眠

った。半浪畑該 13 'T)も")'<.- } l.礼以上っ加祖＼｀令類し｝ 令析文命った。照狛叙約＼迅灼冷

却した試料屯守つ＼コンビ‘ーカ＿\;:_祠し） HF-HNo3 屯ヵとえ加熟し｝ 令角阜午イ集っ陪、広t布っ七。

分雌嵌作っ概略t..-;I, 2, 1巫尺芹、古。イし蛍 U心幸は衷人1J\’‘／炉to¼) 化は大玲ざ0 ％恥J:.て'‘わっ

免。

塾 合柘誌果の数創な 5 心'1ゴ史似下瞭屯~ \表に示す。

担低下暖はがスフ＼コーカウンター屯伎＼弔した喝会に I.!. 3o 叩瓜屯！ 又 X 線スペク ~Iしによ

つて測定した嶋合には凡兜ヒ゜ーク7_},'1,六⇔切ょ／2，m 心c 屯陪悶とした。
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~ \表 嘉総定シ＇）コン令柘枯裸およが‘校似下限（単伝；ppb)

M._ Nん & 区几 C,o.. I几 凡＼I\. Aょ 似 Sb ぽ A"- C-v 豆 鯰 足ぃ Aを

検盆下筏 o.oos 3 o,os I 。`oS 0,00ユ 1.s Iぶ 0、ユ 0．の勺 2. 0,oboS 0、s- IS- 0、\!, 30 0占·

設料 A o,oo~ くう 0、 I <I <O,OS く0.oo之 <.Iぶ くしS く 0、 2 く 0,..q く 2 (u,0005' <0,S <Is <O,¥S くう0 く 0, 't

試‘料 B ｫ0,00S く 3 く0、os < 1 <o_。5 くし01)2. 2 、S ,:1 、 S <o,2 <.0./70'1 <.2 0,ms く 0,S <IS <.~IS く 30 0,5̀ 

試料 c o.oュ5 <'. 3 0.S4 <-I く 0，必 ＜ 0,ぬ2 く 1,5 <l,5 く 0 、2. O.D~S ＜ュ 0、 0炉1 く 0,S <l:S- く 0,\S く 30 く0、 4

St＋姐体: ↓ガ＇ス入n HF-HNO3石毅m，砥叫

下ーニ mtTa,N人，氾］埋知＊ン交検樹臨（叫咄遠三
比S （エぶl..)

・ ド出炉， •H
上竿山 (.) 
屯•?8汎“`
工与1レ峠れ キ加

今、墨杵兄％），糾更~ t四＾ （茫ニ トぇ
ヘ

ほ沿 1％心’~
出べw．い＆ （心）

• 

叫．澤籍 仇S

N:。エ,.J.,戸二
myガ‘ス か 如た埠 |出Oュ●叫OH
え咄透ォ，•ン？・ ビ'y

如四孔滋． m、い液是概焚団． 力這 斑寿命印棧令鑓去

（血、 A.. かi直衷汰＼;.,_A~柏t行う ) 

Sい追体

' 曲孤0，泡紐，慕染難l!l,゜吋叫

―-―四
A:==tごこ；：2

ヽ
J

3
 

A
 

た
．p

 

L
5
 

s
 

3
 

、
,
‘去伍

こ
こ

：
酢
⑮
に
“

翠
〖
凸
[

(cJ.̀.sb) 

こ凶s (Sb) 

·H伐

釦姐体 (C.,.9 ら， Fe，江）
, 

砥HNogm．蒸発籠ID. 証嗅

, 卜 A令キ旦1体
竿 (C"• し． F心）

N屯0炉泡鱚 、気m心、—叫
曰 m．函i*ン知煉和喘
囚に一如紐|9H·如紐田·如紅 |o.sN玉屯＇Q

向(~f)（ら） (R) L？ヽ）畔

竺H 卜 N•oH
叫）ュ

直竿
cc.,.年）

雌

三表寿釘這分虹9た (C,..、 Fし，ら Rぃ勺）
Activation analysis of impurities in pure silicon for semiconductor. 

Ryoji Nakayama, Kenji Motojima, dyoji Eando 
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1 B 7 中牲子放身寸此法による高飩渡リン中紺孔ヒ素ァンチ毛ンの走量

原 研 0 坂東詔次

三菱麟鉱業抄『 岸 摩

曰的

高経度リン｝ょシリコン半導体における添加痢として広＜用いら枇ているが／不紀物とし
て存在する三誌五旅の合届 Iぷシリコン半導iい諸特l生に大いに景噌と挟之る↓のとさ札
ている。 こ孔ら不袋初のうち特に叔身寸化分析的に麻度の高い鋼ヒ去アンケモンととり

上げて屯l•生子放知し分析（こよって走量も行った。対象核穫,.. 63cん（の． r ） 64c“) 7$As ('J7 I 

『）匁s) /2ISb(m1 『) 1.22Sb の反応を利用した。試料のI}ンJJ.を中 •Iせ子照知 1こよって

32 pき生成‘し，栢微董店在すか飼， ヒ素）アンケ毛ンなど召直母介線ズヘ0 :7)、Jレ 1: よって

叩仄ヵィ的（：ポめること（丸¢線｛こふる制勅放身□大さ II こととJ .::.成ら三元和）主成裁

種の↑線ェネルギーが ‘4Cu.: 0.$'1 MeV, 76.Lis: 0.6"6 MeV1 1.22Sb : 0. S 6 6 MeV と非常

に相似しているために困難：である。従って多董 Iご訂在する 32pと辻た 1刃々の目的根穫と＆

相亙に単離する 1及‘要ヵ、ある。 この日的のため I,硫比咳｛こよる洸殿分錐と除イオン支坂合槃

E 珀用し 収平加正の可能な方法＆つけカロ之？兄鼓の形で＇回収と行った。

試料および中 •I•生子照知

黄リンを萎、 9留緒鼓し来リン 1：妾態さ行った~試科（経度 四．qq 9%) もメノウ・鉢で約

/00~ISO メッシュに細粉したのち o. 2 fjどはかりと '),1)ヽ、＋なポリエチレン製税に討

入し 1 こ戌＆更に木°)エチレン烈俵’に入れ煮知試糾とした．標半試糾として 1 む鈍金准し銅

(9 9. 吟劣以上）も和謬‘ド詞し／鱈して 1 戸／m.l の M 17)もの左）ヒ乗｛ょ吟級試

莱亜ヒ酸も少世のフ］＜酸比ナトリウムで滋崩し／羞酸て西麦l生ヒして 5厚／m,£の洛沢見 また
｀アンナ丘ンは経合底アンケ七ン＆少量の王水にとがし 1 厚ん£の若茨＆籾製しに加免さ

んた標竿溶茨(0:あ・のおの約 0. 1 m,,l 左 4ヽ 3 なホ°リエチレン製玖 I ヽーと） / 試料~と円旅（ごま寸入

し同一の照知店、器、（：納めた。 中性子照射 I吐びRR-2 2 グの免送菅 (8 X /0 心,njcm2 •sec) 

において 20 分 1旬の、烈§身寸苫行った。

今祈燥作

畔した試料 Id おのお・のの担体／ 0 m! およ u汲硝酸とカロ之カロ熟者、解し／惹発乾函した

のら滋酸およいシ酉石醗きヵa えてカロ浅駐呑鮮させた． 7k とカロ之て談壊度を 1 ~2  11 t=謡］節し I

チオアセトアミドとカロえて万允化名の洸殿ど作，て速心今房fi.レ／ 更に王水立カロえてぅ危穀と溶

舗し西況双き行った．茨殿 I& 遠心分湘亙， 永暇比ナトリウムとが口えて釣也アンチ屯ンおよ

ぃヒ素ょリ今潅し／ 王 7/\ (,溶、かし、苓桑乾涯］して 2 11 峰顔としたのう／還元して陰4 オン文

捩釈腟 Iこ吸着さ辻 1 過殿止 7k未さ合す羞酸て婆錐さ行った．塙薙茨はアン毛ニアてヤ和し

チオジアン酸ァンモニウム＄が口之ノ チオシアン酸虜可として洸双い下）、 通常の笈法に従ーフ
て口遁洗浄，砕董したのちガズフローカウンターて奴知能と渕走レ，試科と門孫‘l：処理

した標卒試料（葱身寸后 0.02,.,,,,tを採取）の計咲4直と比較して走世•さ芍った。 るた↑媒ズ
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ヘ°クト）レおよ伏半浪澳J]も測走レノ分幻身寸it §的紐度 E雄めた。 一方 7）＜酸比ナトリウムによっ

遺とグ囃した羞沢は再じや酸I•生 1：して戌八こ物の沈双左作リ， 王水 Iミ諮喜し慈発乾語］ざ立

9M 品酷で玲イオン支椋濯寸諄［ミ通しアンテそンとヒ素：の分脅且を行った。 ヒ舟這ゼの湛出茨

から蘊Aし沖一錫で遣元しなゑヒ素として洸殿さ咋見 アンチモン／i 2M水酸北ナト）ウム

I：よって拍膝ょリ滋緯させノ蔑I•生一成如k 乗によって硫化物の洸、文gィF 九斌Aとア、／チモ

＾／として秤世し、飼と同様ド放射寸弁tの測走さ行った。

屈斤結果

同一試料も 3 ヶとj分析と行った結果は表 10示すやくてある。本和下による分餡ょ）測

走恙てに要し r, 峙向は約 6 時 1旬であリ， おのお・17) 0 北う収牙は和9銅：8"6 凡ヒ乗：ゲ5笈

アンケ毛ン： 79．匁て••あフた。 どれぞれの放射能の成衷芭測走した給具 ヒ素の部伶心試

走董結果 (PP初）

料ぉよ炉標準試料ともにq o 曰灼佑の表奉

命核穫の活染が約／ ％認められたか， r線

試科 c“ As Sb スヤクトル I' よる測走で 1 a1. 104sec 茨む色を

行，たがヒ° -.7/J訳められ、なかった。ク易（よ

熱中性子によJ fjf Sn 砂 Aぃ、生成＇さ凡表

桑今核牙童かもしも “3Sn (Tｽ : / 1 C/ d) であ

I 0. 14 0.32 0. 0 2 

]I 0. I 3 0.35 0. o I 

皿 0. I 4 0.36 0. 0 2 

るとすれは当然、、が前 I'I.2/Sn (T名．・ 2 7. 5/i) 

ヵ遺たし，¢線の測走がら/it. 7仇 s (Tｽ : 2 6. 4-炎）と似てiiるため童大な言失差さとしなj.

，，，g S と 12/Sn と I"-,,<3絲ェえ｝レギーに大さな差~かあるのて，吸収板さ 1灰用すれ（よ． 7分 s のみ計

剛することぼ可能てあるか, 121Sn が 6 線のみの現愛によることよ） r-媒スベクトノレを洪,J走

し，¢線計渕との走童値の比較 E 1·了フたか両弟の結果（a全、＜同一てあ？た。 このことかク

活菜核穫 Iょ//Jsn /;よる:/., 0)で 1式と＜厄疇狸ヒガ之られる。

疇作 1: あいてバッククランドの 2 倍·玄検出下限とす IIt 1J綱： 7 X /0-4.厚ヒ素．•-S x

/0万， アンケ乏ン．• 4 x /0-3グか、旅出出身、る。誂糾採取堂ど多くよた超、対呼1訂と長

くと水（ょ庚‘9度 Iぷよjャ曾大するか歿滋紺熊に対する取扱、、方法ぁょ(A·這速な言穴料のな紺シ方法

£身戻する戊要がある。

Determination of Copper, Arsenic and Antimony in Pure Phosphorus by Neutron Activation Analysis 

Shoji Bando and Hajime Kishi 
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1 B 8 窮希、繍側庄硬化症発生叱咸‘ク環吃亨図り放扉“l）r--オ灯

京大府、子炉 鴻誌訊町）佐譴直島和久ノ河今是—／玉サ忠冷

麟攣疇工疇叩違い：：す病菟て＂あ 7 て，も、｀にあ‘いて加釈山県
＂叱方に多発してお'), 一ん命専病\:.も呼ばれていうバ＼； その原困ぶ矛明のため，現在
丘這り方紘か万くノ 患考 1-r改ヶ月万、、し数苛り I河＼＝令沙も硬直レて悲惨ヶ最後］を遂 Iゲ｀タ
煮厨‘あう。 こり崩気 11 ク｀ 7 ム島， ニユー子＇＝ャ誌島等犬叩t I"- ぁ 3 話島ピも見ら凡行
t= 7`‘7 ム島 11 多発叱域として和りれて、、';,. そ 9 忍因 F つヽ l て 11 癒埓浮的あかヽ \1 遺応ぎ
的，1長可にわたフて研齋ム1 九たんゞ角理浮的に 1口噛に均菌炉‘な、、薯澪ヵヽしま忍のシ机；； j) 9ヽ9

逹伝学的に 1す叫育玄牙緯訊 l打序ら礼てし、ケ、、よ）であう。 一方， 7＇ ‘7 A 局，二 11 -zンガン

知り） 麟ヽt "Iンガン肱菰絋 I"- 従争していた土人？ 1月に多愁していうち そり厖吠‘
がマンガ｀／中毒によく似ている）狐＇左マンカ｀‘ンヵ＼~ 1, 原I因しー 1呵シかのオ月）炉ぁうりて'lす

ないヵヽヒ遺知↓ ℃に，：：れら餐知が成疇‘11 乞 7kI 豆勾皇植物，勤訊印環虎
和 1乱乎りマンガ＇ンり今が試みた． こりよ／）這吃鱈 9 羞にフいて l円朗這渇舷r 立一
灯ゥ社田的らぷ通り疇豆「9 方玖 l＝よって詞l恥‘り凡 げ“耳りプヽ和f戸麟（石、
烹）で報岩を孔ているか： 年専＃繋 1::. フ、、て 1バfって水中クて、／ガ｀ン景応尋叩了叶水中 9
マンガ＇ン覺 k Jグぢ I I 'l_い虐和ゞ 1阜られていっ。 そこで凌危ら 11 訊社抒取り謬およ
が匂仰いtうらに詳細に栓吋す 3 ，災字璃『ノ梗h.. 9 将取ぎ、代，応賊悦｝箋によ｝てンが

ンの予勤知紅 L ℃ ku kl::. ょ b疇賛叩J Jマンガンっ店庇竜t閲べ‘生
知：の年専迎尤 7 7 ム島におい叩）丞飲叶水I2 フ 2， そ孔ぞ瓜り／ 0［tふ21釦
\fリエチレン足房に入爪／ ―切―11 蒋駁釦浚牲ク手、（叫的i)J イセ方 Iす肴製 L てマゾ
1J’｀ンt党令噂ヽヽた 1辺這平して 0戸咸畝礼℃ L，臼 I: i] 2 碍応負ふ/£
t ＼って活巴体 rび応をトレーすーヒtマ加之， MらCO3 と＆（MO3)..zを茶加してpHt,fてa&co
り・況殴 I::. マンガ｀ン£央忠？せてノ これを炉底丘捕‘集して疸射試朴とした。 こ心的吹
知叩九ぅ疇匂り守の生こ爪-e. KV 尺'=-ユーマチ 7／今ユープ（匂ょ絋払叫
召J I 時呵疇後 3,/x3凶I Cr扇ふ叩れり 0, ざ4 Me7 摩ゃわ叶り知；リマンガ＇ン
景＆瑚cl)玄 1 q、1と、惑り一卸と %1 表に、示す。

C.;2.J 午専吃方戸尼)II 叱区のを気中 9 マンガシ餐t， クをf 7”‘9 ミリポー Iレフィ lしター
(AAwp o47do. 以訊、 AA 0,/) l::. 4吋吋午均ぶ 7 ふ割令1究気い見し這房て
ゼ，これ口詞託ニユーマチ 7 7 ケユーフ、て墜駄して渇走 L たっ そり低限を 72急碍、す｀

(3) 項：にフ‘‘て屯かケ｝多景り歎も令んでおリノ コ孔パ嘉薩叩爵書OP)`
たcf I) 叫な(?t, r) 外1?'\ ") i則走り妨痘たな 3。 そこて＂仰尺 9 グ？ 7 アイトサーマ Iレカ？へ
(~/0伍／切”“ ヵド＼叱／0以 L) fm射（て（九｝）ゑ／らりヂて＇坦灰‘1 3 ぐ凶汀： t 

走屹した。 1 9 係昂を牙 3 哀，こ、了、す．
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studies on Endemics ALS by Activation Analysis 

Shiro Iwata, Sataro Nishikawa, Kazuhisa Sasazima,.Kenichi Kawai. and Chuji Tamai 
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1 B 9 TRIGA-rr 型丹，只r によっ "c と 7Be の鯖逹

武爪り大思研 o 兒ムチ絹・万里埠男

且 的 原ケ｀炸熊射によう校反応て＇’二っ尺及応が起うle. 1\ う'°'<. 1tいくっが知；ん

て 1＼ぅ。技反丸； bLi ( 11, I>()う H Iこよ＇）生じ T＝卜＇）千‘'7ム I f (t,,it.), (t、 r), (t,以)計")枝反応を

起す＝ヒヵ＼＇’て＇・ぎう。 3 fー中性生｝し水、素原ヤ， ‘fi吃チと望，K未序、ナヒ，，衝哭にJ.ー＇）生 l`' 在賜

チヒり＇角鳩｝も l p,11. l,( p、'(), (r 、メ）、（い）芹っ森反応を起すこヒが＂て‘’さう。

ミか芹＂シ次反応 I瑾紅奇，の牧射作）d 位体＜縁注す 5 のに利用て’’でつ 0 4f'1 2 Iょ＂＼斥¢

幾賊，1 千ウムのよう 9 醜素t令ん F.,l 今ウ A 疇切”+-.iヤて．，！和して製追されてヽ1 2 ヵ l",

つれ 1j荻反応凡1 (11, k) 3liによつて生 l" Ts I- 'I 今勺ムカし→酸素痔，｝ヒ杖反応 '60 (t',,, J 1if ~起

す一℃臼年llf\t r~ t."lて'’芍令。 3 T□ II `1 介ウムーマがネう、ウム令全を后，｝炉て‘感．射 L,

凡，＇（叫メ別，註均(t,.,.,叫 ，遺f皆の核反幻’によつて製迂？れて"る。

とこうて’'J.じ． Roj等ば｝りか＇う絨，｝千、うム lL, 110,) を感み炉t'・ 経，＇1 す；と

bLi l叫t;/, )\1, l'e,(.戸） l1し反応 K よ、) I¥('._ 0\' て＇ざつ二 Y をり應めて、＼ぅ． t = t'1 二り実旅 k わ＇" 1. 

'1 7 Iレオす，ウ厳 I) 千ヤム (Li BF十凡o) t;. TRlEf~-]l,涅秤， ·H.t"}気止陪いて熙．和 L 平洲湘:zO:4分

o 杓傷ヤ荻公体＂C っ帳迂a 沢＇サに。 IIC の分龍ボ脊舷 4 A オン文痰租版qカラムによ 7 [-. ょ

たポ紋化 ’I + "'1 A. l Li •H ・比 0) を、f哭淀貌ん社熊，射 L て '[L; (f,.,,)~区反む K よ＇）手成訂J-3, 6 月 9

'T B之の梨迂遺＇斗乙。

央萩

"c'} 続迄 ターゲ＇、’/卜'C I て，1 高純度つフ ,v オホ、ヤ紐，）千ウ 4 (L,BF千‘比 o)

を用，9P 。丹花豹，5 ご，， 4 1:'.令而約2. Jをqを"·千""1,,,,表さ 5 久っ円泊吠のホ゜il エ千レン尽の条孫

,~打入して TRI CT~ -'[屯屈｝炉の気込陪V-てヲ 0 合わ'= Qっ在。 ユ.,とさっ惹炉＇生ヤ東 Iょ

1, 2 X IO1ユ，，，，／心翠，速f性｝え I1 i入 IDII ＾／ぷ•5<C..て•もつ 7-='
煎射 l t.クーゲ＇ ‘‘I 卜 11 的 9 な）見令玄fしてが 5 13 立熟心°千ャ＞芥 1v,応拓ク杵掻、 1｀ょ

') r 鱗スペクトルを剌定＼ r= と＝ 3 bLi （爪， k ）3H, lbD (t, 1)'予反応 K よ＇）て’＇で Tc が勺，）々fっ

18F つげ I M eT., o 絲っ外て＇、もつf=。 13F ，，奴知弁＇ヒが―II とんヒ房濯 L T• 20 叶 l朴＞令を1T ")1tにお'"

て 1tダーケ＂，ット1fっィ奴骨沼民物よ＇）主 L'r= b千なのパ伯ヒュ勺＇へ，， I 368 M汀り r 諜牝検公されt、

'iごて．、次つよう r1 方私 Iこと＇）杖豹ヽ＼屯オ純物'gF 、 b千伍，巧瓜等と予尋― k 存在すつ フ ,v オホウ

斡，｝弁ウ A tと＇）っf'91 f=。 ユす＇股知 l Tc Ifーゲ ',.I ~を 15 4 っ落暫，K K 9班し

＝れに，1く戦ィ10' 17') 、'7 L, l if t念t、疇 5 』t伸えフ IV オ寸、，7紐 4 オ｀:,. ~ 1J')'7ム咄. ~ l て

m、｛ざt r= 。 次" \1 衣t彰昨 n k tマ討 I匹～ z.-uメ、｀／;.- ::i- '?.H 舟クウイオ〉文妓和雁のヤー

q力？ A |ふ凡¢入，，IA'\_,, \c '1'.かし， 3 ｛ーに存仕すう，l< 較知 II 今ウムてヒ＇）除，いた。 1 r＝杖射

ft 1｀純汀吋へ，吃イt ＝つカラ A I：ょってヒ 1/ r令1 ¥, t＝。 カラ A ヵ＇うり泡公求寸 k 1 1.ぅM、交I: L 

l t') f存、がれ 9 が，たが寺つフ IV オす、ヽう酸 (H m)  h「冷 3 れて，'~ • I", C,りヽし伶物＼f，，，フ、y

令、の―舒が'1咋ヽ文 1免ざれて＼I つ＝ ℃すv わがっt~。 でこて99 アーウ 4 オ＞支係タァ A りT-- ¥C  
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和柑の大でマ祉｀ 100~ 200 f、'I'... ュの枕屯其祁 4 オン茨挽釈i貨，， OH 形りオニの-ftラム

1,o 況¢ x 2，い～をし 91 つ Itフ，レオす，，，，敗ィオ｀／をヒ，）のt’、さ，孔ら飴＂供敵のみっ叶救、と\.. tー。

こつぅ茶9夜 1 の奴佑翡 1:t'線りエキ IV ギーと平う＂~ J-'I,1c ·('もう='<:そみ格めた。 Fii, 1 に希苓華

＼＂製を示す。
房1. 鵡tクゥ＆r店サ'tIJJ

{

[

t

 

？
一
ぇ

1

(
8
\
a』
さ
ミ

。

グ 口
\ l 

10 乙〇 うIJ 40 

y,i-.R. ef El«ル（以I

G/ｫlofAI, : '·"""'か'z,芦ん 、IIー知’ん

払己，•四屈¢屯ウ
麻ら， H． Ito3

弘り戌e,' /れ／~l'1-

7(3e の船泣ー ダーケ’'、'I 卜として 11 行級') /1勺穀化、リ千ヤム（ L i oH •Hュ 0 ）て用いf=.,

吐可＝の几令窃的／j tア 1レミ＝ウムっ箱ぜつくつ T二伶 K 匂>-,. L て TRI(T-rr 翌庶｝炉

りヽf来実尉しいてー1:1 5 呼 I~ ぐぅ日 I~ わ＇ニウった。 二のとざゥ煮げ＇f2 }辛，す炉,f 10'~/->.ses 

速 I+,ftナ東 (>1叩） は 2.0 X \凸／必・衣c て'’石つ k•

息t射後 1 遥l月冷却 L て -;1,; r スペ 7 卜 IV C 頂'1 定 L To と｀ 3 ？ B之の D, 'f-.ll M汀の Y 絣＜げ、外

に国Cs っ 9、 bor と。叩紅 0 慣＜を枚少、＼た。 そ：：：て＇’ンK のようなす戎によ＇）牧りす中£子純物咋ぅ

k " k 存在す 9 ，ド較化｀） + w ム＼ tと＇）沿 n た。 ます＂府、射 L 1<-ダーゲ＇、ヽ／卜は 20 4 遠，智オペ

I= 9輝して和i信，， X さで牝 I oo~2a-oメ，‘I シニの下形のイオン女峡樹脂のガo/ A ｫ'l f,, L て

') -tウム 4 オ‘;,,t 7,y 1((., 1) -4 -t7ムのぅ也殿と 1 て力 7 ム寸ヒ哺＇捷マt, ?l`“4 叡雅ヒ放肩

？せて Y `}狩、 99 t--. ぅ礼広索 4 オニのヤオ‘／ま袂1J 9 A K しゎレ知ヒ｀ t街 n旨 k 峡箔文

t 1q所t介離 L «。

11 ク
Production of ~~c and Be byｷ TRIGA-II reactor 

Yooh i •aki Maruyama, Teruo Manri 
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2 Bll 
メナルメルカフ゜タンコバルト卦豆の羽；餌度

熊沢...L 四宮知郎 0多田烈、 大吉昭

l) 目的 含硫有格化合物，特 1こメルカフ゜タン羨頁,;r棗湧臭を発生レ公害の暖翅 l：：と l) み
lf ｝れてり 3 。メルカフ゜ 7 ン 1ま銀，水錢，銅，鉗はと｀り史金属とメルカフ゜＋ドを生炭する
ごとが‘知サれてし 1 3. •じ(I) 猿化初1J]嵐落l知‘、あるとこうがらメルカフ゜タン程のオ希景沿Jとし

て C。 l1[)躇水落液の利用の可否を検討すうため／本研究 1まメ十）レメルカフ＇タンコバルト塩の

に対する落餌度を℃を用し） 3 トレーサー法によリ測定した。さりに落解度ヵ‘りばす 3 水
素イオン潔い閣応して系されるごとかり種~々のポ棄イオン濃度の洛涙に対す 3 メt 1レ
メ 1し力 7° 9 ンコ II" lし卜塩IT}落餌息乞測定す 3 ことによ 1/ I メケ）レメルカフ＇タンの羅離定赦
を箪足した。
2) 方法 域化オーコ lゞルト 6 水虚の o. IM 水落液 Iご坂付1が燐）約 2 式を添加 l 1:のちが
く 1まんしっフ，等モル量のメナ Iレメルカフ＇クンナトリウム埴を反戻させた。生成 1 r：：氾て・
n., ll ゲラス 7 ィ l し'1 -て‘＇う過し）う液ヵ‘‘屯l~ には 3 まて．I...リ返し桑 l) ゅう水て百乞浄した。

このか‘'い熟介釦結果がら I o o゜C を乾燥滋度と定めて 11亘量化 L 'E七のを藩扉度測定
噂印した。約 I o o 哨の試料を反K 容器中の 3 2 ーc, 4 o ー  C, 6 O ー  C, 7 o゜ C の桑リ
ゅう水中に添加して落輯さ•tむ，グラズ 7,(Iレクー (er4) 付ヒ°へ゜ットて＇落液の約 1 成を遡時

採収して，その堂量と放財能を瑣lj足した。稚 2 の水紫イオン潰度の落浚1t o.lｷ M蝠政と水
酸化tトリウムを混合して飼製した。落·輯度＄ 1よメナ）レメルカフ゜ 7 ンコバルト塩の比放射
能 A(C咬）を痘ll 定し，如：：サン?. J)ング、した落来パぽ表— I 紙木にお(T這車
能 B（可）を渓Il足し次式によ I] 算出した。

s = -f—x I oo （祝。3-H20) □]::l ，□□ 
.t0.071 .t〇，／3| 土0.2/ 1 土0,/8

2

0

 

6

4

2

 

の

32℃ 

゜ O 4 3 12 IB 20 24 2.8 
溶解時向 (hr)

団l 純水にお叶 3 落維速度

20 

r5 

焙
a 
'7 

ti) 6 
5 

4 

3 

2 

府 3.0 :?.I 3.2 33 3.4 
ンT X ¥03 

固ー2 落禅憩tf)箪出
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3) 結果と汚秦•

3 -I) 純水におl,t~落解度，溶絣愈，落餌度棧。メ今）レメルカフ‘タンコバルト塩の 3 2゜

C, 4 0゜ C, 6 o゜ C, 7 0 ゜ C の枇水にあ‘It 3 落解速度を図ー I I ：：：示す。この図で落解平衡

!3 14~20 時町＇‘達成いれて l) ~。各湿度に芦t 3 落緋度を表— l i：：示す。表ー／の結

果を用 LI V討t H。ftの平街式に l f::ゥ‘‘l, I 伍＄ ~ V丁プロットしたもの芝回ー 2 に示す。．

直練 Ii易l\ 2 乗法によ 3 ものて、、あ 3 。この直練の傾斜直— I、'7 4 X 10<? ガ｀求めリ1/t)ざ 5

に港紐熱ば 7. '1 4 (kcこ）であ 3 と算定された。落屏度．絹 1:t 3 2ー C て‘`1. I x /0-(0, 4 O ゜ C て9, 5.. 

4 X IO-IO1 60°c で 5.3)(/0-9 》 70 ゜C て" t. 3 X IO-9 rj 3 値が得りれた。

3 -2) メケルメルカフ゜タンの忍浪皇定敦。落東のpH ガ｀それぞれ4. 2 s, e. 2 o, 6. s-o 

I I. Bo におけ 3 落餌産度を図一 3 に示す。落縛IJ約 30 時·町＇＇平衛に達す 3 ごとガ‘わか
』フた。平扉J逹悛3 回すンプリングし，それりの虹環測足によって組年度の偽差 Iゴいず

れも 2 いげて•あった。落解平術蒔の火素 1 万ン業意と考解慶 S の朋係を図— 41こ示す。

甑喜桂扇であ 3 メナルメ）しカフ゜タンコ）ミルト益豆の醇殿を友式のように仮定すれば
2CH心- + C。吋~ (CH3誌C。

落離度稽 A It A= I CHふ―|2lct l
CH3S + HtごC.由 SH, ~疇l IHt1 ＝位（解超足教）とすれ

心繹復＄tJ S=IC。2+l=1 c恥―| + 1CH3SHI 
'にH3SHI

s汚逗（ I +嬰）一ー-<I)

(l)菰：： S と IHt l の要測値を代入して松を算出した結粟 kA=- 5. 3)(10" を得た。曾位差藩定法に, 
ょ 3 とメルカフ＇ダン姉躙誼姦疇のオーダーてあ 3 ごとか＇為告ざれてお l)1），ほぼ＇名当ロ
紺知｀あ 3 と考えgれ 3 。 印

割 l 150  

2 れよ 1/

PH 4.25 

u 

田

4
0
3
0 Ptl詔

40 
(/) 

0

0

 

3

2

 

PH6ぷ3

ヽ叫．80

：ぼデロ :—-· 疇 l °。'2 4_,, 6 8.. 10 12 14 

n t; t0 1極儡畠晶素 4045 50 麿4 績m贔心叩（ 30 ゜C)
薗3 種々の水素イオン潔夏枷o./) に却這雌度（,DOC)

文献） 1) D.L̀ Y A B R O F F, 1 社． E-n3 ． Chem., 4上 , 2 5 9 (/ 9 4 0). 

20 ID 

Solubility Measurements of Cobaltous Methyl Mercaptide 

Chiro Shinomiya, Isao Yoshida, Akira Ohyoshi 
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2 B 12 
念［匂ズス‘‘ターゲ‘、71- よリ\l.唸Si? の介紐

肴争凡灼久併す紆f oネ津原忠逹7. 芍—森、）•豆拉

1. ,gj的

中 •I灯照射した金属スス‘‘ターゲットか 5 I I砕況（叫 Y) 1ユ巧年 (9豆）手み心b (2,7;) 
--r.、できる 1噂追畔灯鯰につヽ9 てほ：：：れまで‘ヽヽろいろ報倍されている。壊者ら 1まノ多
景のスス‘‘たロダン錯体の形で祗濃度のャ函爾虞液からイソ 79 tl J:::'.゜ I I.Iェーテ）レによ）抽出し／
せのさ、心矯するi翠わと分漸する力法左検討して使夕鐸鈷果王得た0)ゼ‘，応戎さズス‘`
クーゲットからの唸b OJ魚釦砂革這）用した。ズズ‘約紅エーf l心］：：.t 9 錆直
ャ＆酸和国の利製も診‘升た。すなわち紺晶溢ィしカド‘ミウムさ用ヽ》て 12'Sb t哺果した後）そ(/)

力 1:‘ ミウム釦疇 Iこ喀辮してか 5 M諏によリ！噂這翡晶後にフ区釦吐 L て唸b
噂炉古、 2 店った，本；名，（こよ 3 と， 3、つう＂訊｀脊 2)月＼，て特殊諺釦約ぇ）月 1 ヽうこと

な L I:. J. 7ぐ｀クーゲ‘、J卜かう I~夕s¢ z 分淑で｀きるのて‘｀ここに叔告する。

2. 虹釦絃およ吠鉗果
2. I （蛾粁および＇試吸：基礎的な検討虎痰 l:li p}ocessed 以?1itの IIもぇ心巧’

よな｀ Iュ癒b i t厄ee "r として）月 19 た。イソ 7° ロビ Iレエーテ lレは希社）級昂£畜笛したも
のを l乳 l ））ゼの他の試寮lTすべ＇て叩麟苫用いた。全為ズス‘‘ターゲ＇ット試約ょ英）j]かぅ愉
入したもll)で‘/I C\ 62 年 7 月賠，身すされ仄もので＇ある。 これにつりて 1芦(-霞）以外の放
紆暉種 lま見出了れ斥かった (b ）哉）定： II3ぇ，／唸b 古，よび， IュS5b の計嘉/;[ I 

すべ｀て升戸型シンナレーシヨンカウンターな）刊，，てこれらの T緩（こついて計数した。
ナオシアンイオン (SCM) のf知昼履 I衣，叔色ロダン合失法によ）も属比多薩、が定晏した。
.2,2 スス‘‘の抽炭分離~ /aor 伝J- 1 
応匹<FJ H Cl 麟（ /liJ S,九ラベ‘Iレ，

o,l~ l.DMHCL) 疇品 NH1SCN 豆姦加/ 拉?()
四ーの嘴虔ないろいろ変えたもの 戯

王イツ 70ロピ lレエーア 1レと疼奎 L た。 翁。
（水程，府核相ふ/O q,J: sh Q k.e r て｀＇玲）

ェーデ、レオI3 への約 11T のキ内出辛を｀）ろ、、（％）
ろ餘計した話果J （砂］ ＝必釦ィノ
［＄諏J::,_ /.研と［這没がら抽琺
¢たとさ忍T/T )I ?f久肱ロバざれ
た。 ：：のざ 1) I ノ«を喜）j /％令 9 エー

ア 1レ租（こ芝え、ヤれた。 この，§釘戻ど l⑳f、

すると 『2g- 1 の是）で＇巧 3 。

#0 

え 0
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2.3 9 ーゲ｀ツトよj唸レの分維枡策

前記の紺采 lこもとブ‘いて／つき‘‘の遥滋 1:. よ')令属スス｀ターゲ‘，クトがら！芍Sb"> 今斎起情勢：左

ぉ＇こなった。令灼7-- 1，，＇崎（ O、 6~o,9 f）戸王9にに券酌心を鱈，さ 5 I二沙函化？に先を

な叫配礎浚這ぇ直 I目した。烈藩女 Co冠， He.い？い孔 l< ~輝い唸b t今裔い精秘甚，逗

行するための原試料如浪 (S'hヤ汲）文＝ 30"' 灼勺／叫） ；請易した。
こ 0 原武身や案就をJ/:.- c")_ 0付にうすめた後，'t "'S'叫をとり 2 M NHf ScM参 l足5叫を加えて

（腔〕= 0,3 ／り，び‘l(1"5CM] = /” の呑堤／0叫（［和ワ＝ダr ~ID 咋／，，，， l ） £フくつた。
E 

この；多液（ ID 々[) t /0の（のイソ 7ウロt:.9 lレエーテ Iレl:: jか訊謬＇ど）刊、，て振奢地出した。

ついて，、エーデ 1噂 5 衿、 ‘‘1 から， 3 うに新しいイツ 7゜ n 的Vエーテ lレで‘な柱 lこ袖公tおこ

仄った。屹の緩，西A t令虚疇tがラス坊遥器（／武化カト'’ミウ L＼紺品紛木例遺7

E 炉盛灰上（こひいたもの）を税拌し乍 5函して吸JI ~t惑した。（予倍名薙濱討累, I•冨/J

q'l % CA3 釦伍ネ l:.t爾息ざれた） ；鳩後、 Cが滋末"f I()辺の (').3MH （いも糸して:1ｷ., 

伝L ＾紐肛し (1-f.Dぷ）にこの粉末滋年後さらに c幻C,HCL I 吹，して‘‘処竜した。得 5 れた約

t M 加し 苓浚 t H謹KIO如L とf分／釘栃盤して I•を5b t 1位li' k 桔（こ抽点した。t苓傭

虔瞼て｀‘は、約q 0 災の王おか゜抑虫ざわた） 囁後にこの MI 引＜ 況堤i lo 公¢ク 7奴／～2 i尚

0) (,J>7 C'N fl.ク OH 念） と夕分）釘ふつて 1唸b t追祁生して分離猜製 L た。仝少薩柑忽近程
逗 U' て、的 30 災'? Iか砂が＇伽釦＂ぎた。 左ぷ＇，水柑＇fに見えfれ応不多tli]とレてノ

(Sc広］え ().a5 勺んl / m)  < 0, 0 ダ梵'J/~て＂あフた。

3，考度

”のスス‘-t. I唸b か墳藩するのに，広インフ゜ロヒ゜ 1レエーテ l須磁沃ば極め這恥99

お 3 とが 5 れ 3 ．厖麟 Ifに残った唸b を粁製するの［二，篠f［カト‘｀ミ，〉 4秒オ、屠も辺
しで捐｀集す墳しいかい試みたが‘,よ｀）択粋なだぢ‘ て得 3 たあ lとばこれ（こ）打連す 3直

程り絵討して政尼す 31炉土があると考え-z \)る。

Separation of 125Sb from Metallic Tin Target. 

Tomihisa Kambara and Tsuneyuki Ando 
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2 B 13 リコイル庶手による

静附犬·級、化学

32p 7 オスプズン酸の令奴

°八末達方

シリアチン0)合成

祖沢登：斐男

（木研況 lま京郡大啓廂手炉哭．験所t"行まった．）

リン酸とプリセロー Iしの品令物＆中 1主手蛭財すれば， 32p一亜リン酸， 32p一次亜 IJン暇、タ

ほか） 多数の 32pー眉摸、化合物 hi‘生戌する． 々の一評 4「グリセロ＿ 32p一亜リン醸， 2,3- ン9, I::ド｀

ロキシフ・ロベン＿ 32pーフォスプィン殿-('ぁ a ことをすずに研表した(JACS, 85, 3462, 1963・第 6

町文算14巳淳討綸会 19 6 2). 、無戊リン酸と有磯物 4 混令物と平に中 1生＋照射す 3 たけて．， 32 p

ヲベ‘Iレされた府携化令物が生成 1 a 0) i ‘9 ::.，，反応鼻ーを 32pーフォズ 1,- ン酸， 32p_ 

蔽の合成にぇ康柱的に利用す a -:.と力＇可能て＇ 1文な，，かと秀え 9 れた．

今国， 32pず 7 べ•IL \.たシリアチン（ 2- アミノエタンフォズプォー／設）とハイオ、· :_,..『 I＇了チン‘

(2- アミ／＇エfン 7ォズプィン唆）の合成に放功 L たl1/て＂妓告~ a. なぁ．ノシリ了チン I;/; 生
物体よリ平見された唯一,, 7x ズフォン譲i'冴j.

材料と方法 ` 

棺辛シ＇）アチン 東大塊営卸牌立試数我ょ，）也喫され只ものて•あ 3.
中 •I•生手、且且耐 H3叫（市 B反品 85%) 230 mg (0,002 モ 1し）とエタノラミン（字販品）

mg (0.006 モ Iレ）と混合すiと結晶淮の固休（エJ I ラミンリン酸塩）が＇-i'~ a. ミれを

,t、。リエナレンチューずに二重叶入し、京大庶知アニューマチ，Jチュープ＇て 30 分中惟キ煎射

した． 中惟手の、令息蚤 lま 4 ~5 x 1012 n/cm2/sec で‘'ぁ a.

紆呆ど考察
エタ／ラミン叫P04 ；昆合物の中 '1•生手照射物qへ゜ーハ° -

7 "...,,ト 1’ プム＆図 1 （：：寸、方．微量の H332P03 の 1まか，タ

教の 32 p -1~ 合物が得られ a. こ丸ん、らシリアチンまた 1ス

／＼イホ゜シリアチンお平雄す 3 ためカラム？ロマトク，、ラフィ

アズ X 7 ィン

366 

ーこ用，，た．

エタ／ ラミン -H3P04 中 1生手、且見射物と約 3ml "火 Iこレ蓉梼

i.. Dowex 50W -XS {H十型） 200~400 メッシ.,_ {O.Sx20 cm) 

カヲムに通す． 比p04 H3 32p 03 H332P02;t.ビ’の酸、十生物噴 1 ;r希通一

リし，アミ I 基とtつ物噌 {1ナが吸着され a. カラムと

;,/(i先俊 1 N NH3 ずし容生され＆放射•准窃噴と集"1J a. 

渡出夜を冷のまま Dowex 1 -XS {OH ―型） 200~40 0 /.,シ.,_

::. 0) 

(0.8Xl0 cm) カラムに通す． エタ／フミンなど＇の塩基涯

物壌ほ桑通りし，蔽 1生基を主つ初壊ぢ• Itぶ吸着され a.

ヵぅム＆＞K i先俊 1 N 酢殴ず疼出t収＆放射惟物噌と真め
- 103 -

ETHANOLAMINE -H3P04 
(Neutron irradiated) 
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a. :の己分（面惟物質已分）に，導入でれた全放射

能 "20 ％ぶ集~. こ＾ ｝容出虎 I広へ°ーハ°ークロマトク'‘

ラフィーによ') 7 コのス1t、0 ットさ奥:i. } (図 2). こ几

ら It.,すべてへ゜ーヽ＼゜ークロマトグ＇ウムi'シリアチンと一—

. 一 0000 0 0 0 
1234  56  7 

• butanol propionic acid water 

FIGURE 2. 

牧し~ ". pH 6 l ：：奇ヽ 1ナ；電気沫効易勤度，.: 0' また 2N HCI 100ー  120 分処理してt易動度

は 0 i、あ~.各ス,t:．ノト e lN NH3 -,'.'抽出し室温 (25°) -i'―夜臭告処理 L た後 CCl4 i’R兌姜

表した． Dowex 50W (H勺カラム，＝吸指し lN NH3 -i'~容出さ礼る拗惰どレ＇）アチンと較べ’ぢ

スホ゜＂）卜 (4) の奥生処理物とレリアチンんぐ一致した． した A‘ って， スオ、°.9 卜 (4) 11:., riJ;i ·t生物痕

丸酸化されてシリアチンと生ず b 物噴，すまわち八イホ゜シリアチンヒ締藷され a. -'i.、)

他のスす、0ットモ町注ず，電気泳勤易動度 l;t O i'あ 3 が＇構造史乞：：,._至らgし1,

32pーシリアチンの合成 上記両＇惟物質区分も 1 qま

ま室温士＇美: :t処珪i., CCl4 -i.’'脱臭佑夜 Dowex 50W (H勺

h ラムに吸着し 1 N NH3 1' レ容比される四分とへ°ーハ°—

クロマトク99 ラフした主ズホ°ットぱ， 麦 I Iこ示す三、落楳

t',へ゜ーハ°ークロマトプぅ 7 ックにネ票導し＇）アチンヒ

完全に一致した．放射胞改摩;.. overall 1% -i'あ~.

TABLE I. 

Ciliatine Product 

Phenol -Water (4:1) 0,29 

Butanol-Propionic acid 。.34
-Water (10:5:7) 

Butanol -. Acetic acid 
-Water (4:1:2) 0.25 

0.29 

0.34 

0.25 

32pーフォス 7 ォン酸迄合成するにほ，揮哨性の 32p-亜 I} ン叡トリエチ）しエズデ）レと育褪臭·

イロ物と特殊な旋置-/.‘還｀乱．す 3 など＇猜雖布操作＆専す 0. 32p のリコイJレと利用すU\., Iな‘Jぎ、

齋）ン餃と有癒化合物の県令物とが生況、口可i #11 て‘'目的物が生叙すiのて｀，あじ 1庄専·．
離す a K 1t士‘あ;Ji. フォスフォン醍の代謝経降り周呪 I-:..32 p ラベ Iレのプガス万ン酸！ゃイれ 1こ

退当 1 b 7ォス 7 ィン醸 h＼心字i’ぁ 3 が｀） 4 の一段位合成法，まま昆碓立されて、ヽ百"'.今口
lーJ; 32 pーi:,,')ア今ン， 32p—ハイぷ V I) 7 チン0)合成さ 32p., I) コイ Iしによ＇）行ったぶ，て 5

に複雅なフォス 7ォン唆頻の合成t戎滸し伍V\.

SYNTHESIS OF 32P-PHOSPHONIC ACIDS BY RECOIL ATOMS: Synthesis of Ciliatine 

Tatsuhiko Yagi and Tomio Aizawa 
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2 B 14 放身1 性久リン殿恐‘(T)合成

九尺i毘 犬千蘭氏。与）産乾政，甲打翌正も贋：成

災，｝ン酸(7) -/JIJ水今所反応を研虎奇々にあた？て、叔、射性，欠リン鮫滋（申衷岳 1ょがい）の

合成が IY,要であ々。入手 l ャす＼、放身1住ズJレトリン敲を女祀物像と L て， 次 1こ示す幻嘉

合反｝応により社l'絡合ともっ央リン酸瑶の合成がでさが 1よ••最も好船合であ々が｀，現丘のと
、‘み成功 l ていない。

0 O O 0 
ll* Il II 水il

HO-P - OH ヤ H-P-OH--—→ Ho-P - P-OH ャ H辺

OH も H OH OH 

従フて本良応[J'叔身1性；たリン殿抽を合政するのに三つの累フ「こガ麦 すなわち(1)

放月1l"、 1) ンとゆみやかド殿に分鯖 l I P*-P 絡合と双紆させ々。（:Z) ;;t Iレトリン蚊虚の（れJ

r) 反底 1: よる Px-P ＄ぃ合(7) jJ..__賊合爪 （3) 次＇）ン醸廂の直特椋誠苫 I'I月 l て狩々の 1月足屈虔
ロをも1 l 「:っ

(I] 放射，ばれ｀＇）ンの練に分角f 甲 ’Itぅ □1 L 「：印リンの脅格中にあ々 Px- P 絡合1e_ I て｀、i

み r;.. 11 :,;1J祖f l ないよう 1：鰊に今紺 l''た，｝ン鰊緬色曾維す々ガ玖であ々。非枚月1 仔；尺 I) ン

絨庖の合爪丑イ）を佑了改哀 L t行な 7 {:。 すなわち4- N 癌員支--c·航I 処戎 l 「こ赤リン。g f 

移及 E 脅、尺原、 3 灯和ー 3 1: /0 分 1月虹1 りみ（ドライア A ス湯度）。水 1こ可シ各な成今さ珀出介

離（逢 I\: 今紐） L 「:後， zo4 の水 1:" さと I :JO r.過飯几水象 1 夕 ”1 i !JO 久t綬At.今

角f fみ。ザ笏'I l 「こ改セ祖4-. 5 ，こ］雌 L ｷ, 占容のエナルア Iレフー）しと加えt晶広させ-!,.
さ；ド (1 : 3) .L-r I レア Iレコー／しから丹蛉晶させ I NazH」ず0ヽ• 6Hz0 の純品日を／昂る。

以工のようにして碍らがf：オ□1 性,J.._')ン飯鳩の決、及を l ~べるために (1) 40 ゜C, ＃パ

He!ヤt.. I 叫Ji)]加水今附し （的豆グの沢リン紋りIJ水介脅f ifみ），｝（放射熊が一文 1ヽ 、あ々

ミとと緯秘 l 「こ。（ Z) 0,1M KcP-o.1MKcf ぁょひ 0、 1 1'1 C¥-l3C.,OONHvO.G NC出 coo NH4 

t洛雄和1 とずみイ穴ンタ梗 7 口て卜 7 ラ 7 沃（月y(J.J Le社）によ＇），恋雛 C゜ー 7 が夢ー 1、あ々

こと，仄色によみ'C.'- 7 と放射熊測足によみこ° - 7 (J) it置がよく一双すなこと E 雑揉忍した。

」 なら， 0.77 名の奇·')ンから得らか「：戎＇）ン殿知祖(lJ /t..忍幻収年 ('IP) は l2.9 グ~ t;··,枚術に

序的牧年 ('zp)は 1Z.6 名であみ。肉!:i 1Jヽかな＇）近い 1直t矛すことから｝甲'「t 1 照射 l 「こ非

リン脅格甲の”- P 綽令 1ょあより切莉されていない（再拷合も令めて）ど方えら払み．

(n) X ルl-リン蔽地がらの反賊合成 ズルト＇］ソ献(J)アトリウム／ ガリウム’ アン乙:;;...ゥ
ム癌のど邑射 I[ 氏物叩には， 10 衿所Ir支の次 l) 四穀戸P) か店．成釘-;, (危気 9"/J泣で検也） という級

砂ぁみ・パ厨 lょ，その店爪物を鋒晶として資組 l 1 ；危秘、す々ことど：：： ：みみ「＇。約
0. f i 0,庫 Hz"P04 1 KHz -PD,-, NHけizPO千 をドうイア』スぅ羞度（； 10 今//i]把射（四ー 3) L, その

f秤 lこっき／ オ且i手として o.t J柑度の NazH心 o、·紐zO t加え／ダ0’¢, '-/-N H｢/ 1ヤてゞ々勺〗杉

印iつ （次 I) ン訊灸が的 SO 芦分肝）。くの落沢~ pH 4-よ！：却吃 l l [Il の皮終柑 IF I＜伏ーフて
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如 H追｀o6 ・¢出0 として晶よさて， 只放射能と釆めみ。次 1: 系す｀洸 1司iク條希系尺菜乍ょ，）か文射

性次＇）ン殿瘍{7) Ii餃象 I R （初， 色〗生 l 「:.

R('/.) "' (W'1 ヤ如） x $ x 100 

A七

At ;合放射能

ul1 ；多りが含」が々況リン餓殿(7)董

妬；加えた沢＇）ン緩羞の登

$ ；如疇06. 砂0 0/江枚射餌

碍りかf: K の椎 lょ，いずかの錫いい」店2) からj訊 5 が直 E 禾さな＇＼ヽ。邊伯I,

の』 1 ン文梗 7 口てトプう 7 注ドよ々絡綸3) どは一致：す々．

園 成リン貌態［也蒻稼椒 双，J ・癌そのものを印ft 1 四1 L 「ー灼合，あみ移度↑才
純合が苅莉さかな＼ヽで残り、 9たリン絨耀L (lJ直蒻棟診が可熊であん。

Na刈追 o、 •GH20 h よび N·(}.+P4)6 • 10 Hz0 t魚尺怠 1 f.fア,,_- 3 t̀. f o 今爪翌射 L (ドう 4 7 イス

池皮），その 1 Jpにつざ I A)レトリン殿J,盈の投．射）よ氏牝I 17)処姓 I ：喝 L て行ない，迂I司は係命

釈采 I: .J,.’) I ；；尺‘)ン級17)')チン巧ンを求め r:.

訊粁

R ("/,,) 

N吋lzPO+

o.o q 
KHl P04 

0./ 8 

NH+Hz PO+ 

o. 2 2.. 
N三三゜比〇
'7.'1'1 I 6.0C/ 

臥 L のぐ各屎から，［JI)(1)反挑合氏 LL 放射ヽ「生,J....')ン蘇、9飯の合成の目的には今くそぐわない。

(I] と(]I[）を江較し「：渇合 1: I _);に放術傑 l ょ (I) の方が入さ＼ヽ。

.b.JL 1) N. Yoz.o.紅45.0k叫i I 13必f. C如．ふoc. J呼ば，.)1., 14o3 U?U). 

Z) R.f.C. Cl/),Yid<fe, 1Y(),ns. 恥0.勺 •Soc., if.,『f 7(I囚），J．fe”aer {J,”メ 8. o. N、 e/se”’‘CK研．

etieck of油cl. 1泣叫OY )I(I).,れ。nsワ，叫．1[， IAEA (f f 6 5), p. f3. 

3) 与危，衣腎，犬 1烏 1 日に~ zo ,4令予稿東]1' 1'. jバ·

Synthesis of :!lP-'-labelled hypophosphate 

Shigeru Ohashi, Norimasa Yoza, Terumasa Nakamura and Ichizo Koga 
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3 B 15 RI 製造匠使用するアルミナカラムの基本的性質について

原研 天野 恕 四方英治°高橋智子 加瀬利雄

1.目的： いわゆるミルキングカウシステムで 132r,99m九をとりだそうとするとき，ま

たは 18F を精製しようとするときなどにはアルミナカラムが用いられることが多い。この

ようなばあい，アルミナカラムからの AC の溶出量や種々のイオンの吸着量を知つておく

ことが製造技術開発上必要である。しかしこれら侭関する報告はほとんどないため，実験を

おこなつて確める必要があった。本報では種々の前処理をおこなつたクロマトグラフ用活

性アルミナを用いて， Hee および Na OH 溶液を流したばあいの Atの溶出量を比較した。 A8

の溶出蓋はア）レミナの製造工程の違い侭よつても，あるいはアルミナの変態花よつても差があ

るのではないかと考え．これらについても検討するとともに，アルミナを異つた条件で保存

したときの At(7_)溶出量と cr(l)吸着量の経時変化も検討した。また RI 製造のためにはカ

ラムからの他の不純物の溶出も少ないのが望ましいので各メーカーのアルミナの不純物の

相対的な比較もおこなった。

比較的 Atの溶出量が少ない方法で前処理したアルミナを用い SO了， F―などいくつかのイオ

ンの吸着量をしらべたが，とく匹 132I,99m TC をミルキングして製造するばあい，親である

Te, Mo の吸着，溶離を知ることが必要なので，これらについては詳細匹検討した。

2. 実験： 市販クロマトグラフ用活性アルミナを用いて次の前処理をおこなった。 1) 水で

デカンテーション 2) 4 0 0 ℃で 1 0 時間加熱 8) 2) のあと希 Hee で煮沸 4) 希塩酸で煮沸

5) 1 % Na OH 溶液で煮沸 6).5) のあと 400 ℃で 2 0 分間加熱。これらのアルミナで 0.8 cm｢ x 2. 5 

cm のカラムをつくり， 1 N HCe 50me, 水 5 0 me を流してコンデジョニングしたのち． 0. 0 1 N, 0.1 N 

Hee または Na OH 溶液を 40me 流して，この部分匠溶出した口をアルミノン匠よる比色法

で定量して比較した。 Ce―の吸着量はコンデ・ンヨニングしたのち 0.1 N KN03 溶液 20me で er を

溶離し．それを Ag N豆溶液で滴定して求めた。保存状態と経過時間忙よる Atの溶出盤と

er の吸羞量の変化は． 400 ℃で 1 0 時間加熱したのち希 H Ce で煮沸したアルミナを水中． 0.!N Na OH 

溶液中， 、ンリカゲルを入れたデジケークー中に保存し，適当匠時間をおいてカラムをつくり

前述の方法で検討した。アルミナの変態の同定は X 線回折装置 "Norelco" を用い cu 血 (Niフ

イルクー） 30KV, l lmA 2 1Jが 2 ゜／min の条件でおこなった。またアルミナおよび溶離液中の不

純物の分析は日本・ジャーレJレアッシュ社製分光器を使用し， DC アーク 1 0 A 40 秒露光で常法

に従っておこなつた。

以上の実験で決定した前処理法は 400 ℃で 1 0 時間加熱したのち希 H ce で煮沸する方法で

ある。このよう侭処理したアルミナを用いて， s 04 —. F —,Mo 04-ｷ; Te 04-~- Te 03ーーの吸着量および

Mo, Te に関しては吸着，溶離条件をトレーサーを用いておこなつた。 353, 18F, !23mTe, 99Mo を

トレーサー妬し，既知量の担体を入れた溶液を 0.8 c m ｢ x 2.5 c m (7_)アルミナカラム匹通し，通

過した液と通過させる前の液の放射能の比較から吸着量を求めた。 Mo, Te に関してはカ
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ラム忙つけるときの溶液のpH および担体輩を変えて吸着董の変化も検討した。また溶離

実験は 1 cm</>x5.5cm のカラム (~5 g Ae2%) に全吸着彙の l/5 をつけ種々の濃度の Na OH, NH4 OH 溶

液で溶離状況を検討した。測定は 35S は Ba 804 (l)沈殿をつくり GM 計数管妬より，他のものは

溶離液を濃縮して 2 me とし，測定用試料びん匹入れ， 311 </>x311 Na I クリスクルをもつ 256 チ

ヤンネル波高分析器で測定した。

8 結果：前処理法と Ae の溶出蓋，

ce―の吸着董の比較を表 1 侭示した。

これらの間匹は大きな差は認めら

れなかったが， 400 ℃で 10 時間加熱

したのち，希 H Ce で煮沸したもの

が比較的 Ae の溶出盤が少なく前処

理法としてすぐれていると云える。

種々の保存状態での AC の溶出量と

ceーの吸羞•量の経時変化をしらべた

結果，とく柘変化は認められなか

った。また 3 種類のアルミナの 7←

線回折パクーンは 2 つのクイプに

表 1 前処理と Ae (l)溶出量および ce- (l)吸着量

疇邑末処理 酸洗い
400 ℃ 加熱後 アルカリで アルカリ洗v
で加熱 酸洗い 洗う 後加熱

0.01 N 

NaO H 1 1.1 9 0.49 8 白沈 0.40 8 0.8 6 4 1.2 8 

2 0.8 6 7 0.20 8 0.9 8 2 0.2 7 3 0.3 5 2 0.5 14 

3 0.5 2 9 0.1 31 0.5 9 3 0.1 71 0.2 3 9 0.3 2 6 

0.1 N 1 2. 8 8 1.1 0 2.0 2 1.06 1.3 1 1.364 

NaOH 2 1.12 0.6 4 6 1.8 4 0.50 8 1.10 0.6 62 

3 1.4 5 0.8 7 4 1.07 0.46 2 0.7 2 2 0.469 

4 0.5 9 9 0.38 3 0.7 6 6 0.42 4 0.6 7 4 0.3 8 2 

5 0.4 8 3 0.3 0 8 0.9 5 3 0.22 8 0.9 2 7 0.3 41 
mg Aりg

阪着量 0.0 8 4 0.15 3 0.0 8 1 0.13 0 0.12 3 0.149 
血紗g

わけられたが Ae (l)溶出量とはとく匹関連はなかつた。分光分析の結果，アJレミナ中忙含ま

れる主な不純物は Cu, Mg'Fe, Siなどで 3 種類のアルミナのこれらの不純物の相対的な量は

同じであり，製造操作上妨害となるような量ではない。

S04-, F -·(l)吸着量は適当な酸性溶液では Ce- (l)吸着量とほぼ同じで～ 0.16meq,/g Ae2 03であっ

た。 Mo の吸着条件に関して吸着させる時の

溶液のpH' 担体の醤の違いによる吸着量の

変化を第 1 図に示した。その結果JlH~ 1 附

近での吸着が最大であり，しかも担体の増

加と共匠増加する。また吸着された Mo は

lN 以上の濃度の NaOH, NH40H 溶液のいづれ

さら忙化学形によつても影響される。

-ｷ-ｷ 
第 1 図 Mo 04 と Ae 2 0 3 の吸着量の変化

一ー担体溶液 16lllC

0.4 

g
 

ー
～
吸
着
量

m

。ー、
l()mt 

0.3 . ---担体溶液和¢

02'— 

でも，ほ度 2 Orne を流すことで 95伶以上が溶

離される。 Te も同様にpH によつて影響され， 0.1 

4
 

8 

- PH 

10 12 

Studies ~n Fundamental Properties of Alumina exchanger. for Radioisotope Production 

H. Amano E. Shi臨ta O s. Takahashi T. Kase 
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3 B 16 各午聾シ鼻度にぶ 1サダスト試料沖 2IO p。の 1箪登

放西研 ｰ f可告肛い， 行蛉史闘

竺 Po t束11/特叙的な、ほ（盲の一つとしてキ象格咋ヵ＼、•あげられる。こ,:/)ような疇 Iこっ
1), 2) 

いては， Po ぉ・よびをのイし合初についマかな‘）くわし、，デークがある力＼ 9 度限の試粁につい

マは:2 I 3 <')試料（生物，植物試料）についての棺告がみるのみて， これらd)研裔 1こみい

ては正確な，定§的粍果が外島られてい b と l't玄ヽ・カ＼｀たい。

そ~ 1.‘'祝々は，ダストやに存在する 2IO Po （トレーすーレベ．，レ）の化学的な仕頃の直いを

しらへ b f昨めとして，加象湛腹の店によってこれらかどの位茂 1箪器す 3 か~ L らへてみ

た。

史駿方淑 ミリホ°ァ'J A Iレタマ’・サン 1゜＇）ングを行な？た阜危痛試料 E ::;..分危」し，一方

は， 紅伯湛度に；ぃ 7 加籾したのち，工o r。セ定青した。他方 I司叶 1:: I司一試卦の残勅バフ、，

て加栴し r;;: し` f象作t行ない， ><o Po をう品J足し、1if;)佑 I旬て••中めりれた xo fo とtt..餃した。

ユIOr。の分朽方法 Id 、fo の分布法"- i..て有 1印な紋ムロ乙oe必貶…—£ム弓P＆江乙也必か表を 1打、，た

。即ちダスト試粁を硝殿て遥式／を化使，堪戟 I ・‘l,.子かぇ， 0邸准緑絞1t生，：錮紐し，鈷枝 I;

fo E 4 寸沿ざせた．令朽方法み・よ＆全＆I及への 9.T 羞条イ手などは，訂 Iヨ＂奴りま化学訂劾会 Iこみヽ＇
3) 

マ餐表したもムと 1司’じである。

クスト該料の加保方漆ほ，該料を后羨紐粁逗 1ごうつし，ミ＇）和ァ 7 4'レクゥ珠：吐峙の成

紐>:.J.せ＜’ため／：、さう I こ元羨試料皿 1.. l をし，宦気灯て朽字溢度 Iこ石ヽ’で， 3 へ午呼 l句

加兌した。加秘線の試料it, V虹較 z 潟むし，四p。の分朽ど行なった。加熙逸度 Iズ 9 p。 4ピ令

ゎのギ臀格湛度 E 参秀 1: iて一／え• 20 0  ーc ，知 0‘C, foo ー  C とl.,た。恭秀ii. 7.ーに，揮発 I'I匂｛ゑぁ

る主 T;: a Po 化令;fv I ミつ．，て

今匡いしうぺられた栢棗 E

t. 1 い示可。

放いいt渇l Iな，午為依森

忠番£げ L r二／2. 3 今マンネ

1レベルスハイ1--ァすライず

の綿令れを 1 ：よる d 緑スヘ゜

クト '(]I -7 1 こぶ，t'-．

栢泉i•よ'{j’秀然 琳J足

耗果r,_ I目 1 r こ，r、す，こ "'IV

かぅ硝らかなように，ダス

トキユIO p。ば， ?00 O c.. I ：み、，て 9こう含人ど／o o o/o i阜発する。乙 0 o c... I • O O' しにあヽヽでは，試弁

ごとに相当文 3<'度動す 3 か， 卓均的 lこえ.,て老文 ID o（。桟／度の子＇登かナられた。 またぇ00° e 

にあ•け 3 1阜路の劉合 1衣， 午0 0ｰ c.. I こみ・けるものよッ、かな、｀よう Z｀ある。
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Po 

Po02 

PoCI牛

PoCl2 

PoBり

PoBr;_ 

H2.PO 

墳

た 1. R。あ·よび そのイ凶合物OJ 1阜発住

融ぎ紅） 1 シト悟、 mJ_ィ届 方
2夕＃

2 91-

，、ユ

ggf •C て．．準苓

3?o 

3.ff- I I をか•スや I 知゜C ?'•項楚

3 30  1 以o ／ユ00...:HI
功0～ュgo /I0/3グ H,

-3ヽ I 9r. f 

Po-dith izonate ／必9°C.て＂f阜発



I刃 1 がうも明うかにわかるよう 9 こ（ ダスト言式オ手を力 0° C. J.,x .t.のう＆茂て加和，すれ（ま（丈な

り小は、I'-10 fo の洪少かみクれることがわか，たか，棗 l 7.こ＾ ；甜クかダスト中刃° p。自身q

みの揖格｛：ょiものかどうか確かめる，災要かある。グスト試料·き加だしたとき 1ころ・こる

20 fo の洪，yの原因として 1ま、

(I) ダヌ l 中 xo r。自舒ll) 1皐発

(2) 微械的船赦

(3) 加懃翠烏への叫文崖

か舟えられる b\―, (?.) Iな＄どす 3 こと 9 こょ，｝防止 9 (3) に I約しては，遼土 1支の石た試料—l!lL炉の

叫D f。さ鬼，J定したとこう夕ぢんど 0 であった。 ：のことからク••ストを加懃じたときにみこる

:uo f。 4 戒・クJな＇ グスト牛-uo f。自 9 0) 1年発と先えてJ:', 7.、あぅう。

加熟湛凡ドよ 7 てユIOPo のオ§長の割

合が‘＆うこと／こよ＇）， ク・ストや2./0 fo 

の h 在砂梃 Iょ•一衿衿てはなく，牧

樟莉のものよ，｝ l為訳？わて、，みよう

に見ゎれ 3 。又サン 7゜＇）ン 7 の日,:

ょって， このtt.卑，g-定7.·· Iまむく 9

麦知ず 3 こピか掟房？れる。

こにJ,上l7J ;:_ >:: Ii!,＃也？ 0\試浮（こ

打す 3 }危祉咋，加悦遠危 1 ：よ 3 瑶発

など．に 1約 9 3 よ、／一倉枯祖 r; J虔駐

/こ;):.「：なければならなヽ＇。

翁先文献
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゜
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3 B17 ぅ昆合金属塩ーイオン交換和昨＂の 4 予戒｀ I:ね的に学的和用

放医詞 〇復示IJ一夫 今井嗜｝ げ双正戻

目的

99 金属喝ーイオ‘／矢枚樹昨 “Itイオン交換穏直 I1 饂和王 9 金属溢を笙成屯しのたも a で｀

坂船i L 浮 4 分舒で項目ff手股；提供することさ見広した。たヒえ I ょ． 水酋反化手二線疏化

銅， ＇1 ン函刀 1レジッム、 7ェロジアン !L飼甘と．q "令屠羞。イオ｀／交旅衝罪'1ま{ kをれ
り令局星埓Y;f. 1 ：：広·じ’いり"''7 r,r波紺r庄牙亥稽をこれまで. 13、つうに用いられてきた知尼ぅ去i1

く・らべ.庶易がつ迅速 Iこ捕集 1 b 二とが＂できみ。 ま[1... ~れら ＇、全属函ーイオン交採御稲‘‘

il. 全知易 9 rm『とともに保埓｛手で＇あウイオ‘／文喉衝脂条系の注哨吋｛糸埓し Z V＇ぅqで放

射f鵡稽＾千爾集知農と紐合むてイオン支換·浜による核勿、製王成｀吻＾桓玄分雌などにも利用
す b こセが＇＇で 3 b 。

滅合含屈羞｛ 1 ン這町『 I ま． 1 つ＂イオ、パ釦紅頂和 2 つJ.,x .t.. a 今属釦
ふくんで＇い，，ものであり． 笏れを札外＇r釘噸t哨レ． また イオンタ咳能もィ呆埓レていみ。

したが＂って｀ これ弓如級名して 3r之単ー＾ ’'含属 9羞ーイオン交寮樹昨’J.')も放知＇ぽ核桂
q前島効泉の消火 分離分杵へq応用が祖I 埓ミれゐ。

パ応 IJ吃 a オー蛉］炉レて．〈ャ‘表的 1£ 長弄命該袴 e h る 137＆と↑°嘉も灯象ヒレ芝れ·

と••わ A 猾｀集呑1 とレ Z 数農 a ある:::..とヵI' 知られ-z. ~ :i.;i 7 ェロラ 1 バし一ッゲ 1レとリン祗ヵ Iレ

シク勺＾＇濃合合島羞ィオン交換移寸豚“1 /f成‘しど＾捕集効果．吸着微瘍：：ついて授封
レた。

皮験
0 7 ェ〇ブアン化二、’I ゲ 1レ・リ‘ノ郎ガ 1しシウL-t -p含イオシ交埃和昨'II/ i乍成‘-----·ー・—··

OH 形q A崎e,,i_t,·;c,_ I RA-'t O?c 1! o ．←月 7:,.. ロシァン化カリウ A ぅ落液を加え 7 ェロ ~1‘／形

にする。水完後． I M p鰤ニッゲJV奉条tヵ0 えみI, 7 ェロシアンイc::;:... ッケルが＇ 戌ィ穿ン

t採屑拝目に主萩｀する。 (` 7 :i:. tJシア、／｛しニッケ Iレ—陰 1 1 ` ノ支埃穏直＂）とれt水戎後、 I n 
りン飯ニナト '1 ゥ追栄をpa ぇ陰ィ 1‘ノ女忍甚•E りン麟i1 にi b 。)直後 1 日町援ク lレ

万ムラ洛茉をpo え-p o 合をずるセ．\\ 1:J:. 0 ジア‘/{已;:;..、'I ケ比—陰ィオシ支袂樹昨＂ 1-:.') ン販ヵ

）レンウムが｀屯或‘し "1 シ 0 シア‘/ iしニッケ Iレ・＇）ン飯力 1レンウムー陰ィオシ支挨即目',pl"

1..ゞ 3 ね。 これを水洸．風乾し 1 用い仁。

・操i乍-------…吸贔＾碁痘ぞータ 1すバ｀ッチ須て平‘めた。すなわち 1'37 c.,,応Y さウロえた

ふ稽試＇和苓条に．虚咋しゃ‘‘穆噴＇’S fiD えふ IJま1t'る。 一定時暦l f象に｝k 洛ず柊炉沢射

喩t t殉l 危レ 1;J uｷ l'1 v-加え r:. 放術、店叩稽qぅ晨紀、ら言丁算して口及羞 4 程復tしらべた。 兄q
應it'表的 1;: 桂分様笙氏｀吻＾吸扉冷勅もし‘らべ＇た。
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純昂 ゎよひ・考泉

得りれt'o.紡畏" -節；表に示す。

芯
O. I f'1 NH/./,. 位ー グ，／ M NH4OH ラ冬求
ァ H 8 -pH /0 

吃岱 砂＆ 院＄ /37Cs 

A =-0 必 =。·ん 今 0 メ 今 o 劣

ら 3,7 9 9. 9 t. 7 99. I?' 

C 9(j, 7 7. 9 ? f.I 3、タ

[) 8J.o 狩， 6
x 

99. 9 96.I 免？．＃牛 が 9. ? 

衝昨 0，汀ーラ嘉染知，，，，¢ 兎羞此閉 IS 時間

A : A-h炉仏·;t,,_ IRA-?Ol.f ば,_形

13 : " 7ェ 0 ジ 7‘/ iしニッケ Iレ—険ィ 1 、心埃知昨“

じ： '1 リン酋i 1J I レジウ A —険ィオン支燦桔引桔“
D : ｰ 7以該1 ンに ::;..9,Iゲ Iレ・リン酸ガ 1レジ加1 ー桧ィオン委採摩桔＂

7 1.--日 ~1 ンit..::..ッ T iレ一檜ィオン知免珈脂＂ 1 ：：：は 'ncs 11-吸嘉するゃ1·· Itタふ 1;t吸沿レ甘

v\ 。—ぅ． 99 ,Jン弱力 lレジウムー陰ィオン史咳椒脂＇’に 11 唸＂ぱ唆着すウが’‘, l)7 ＆は吸着

し甘い。 レがし． こ0, 2 つを同昧 1: 庄成＇立-{!:f-:.''J:r.- 0 ジァンにニッケ lレ・リン酋知 Iレジ

ッムー陰ィオジと操祖詞 l i B7& セ//` ¥:. t同時に捕＇阜すうことが＇でき，，。 衷中Q ＊印 1 1:

ヒ認作成盆 n 並で ’'1; シ飯ガ lレ万ム—陰イオン麦綬尉脂＇＇に 1 1'.- 0 シ 1 ン｛じ二、’I ケ /V f 

茅成さ\1: f-:もPi -z:ｷ. 同オ晨 9 抑泉ャ1'・介ヒめられた。 :: a ＂濠合合島棧ーイオ｀／支操梧墳‘' ,,, 

保持·ィ手1...h り陰‘イオ｀／生揆将，匝 A叫紅L石 IRA- 90 仏↓こ l1, Cs fぶとも合＜吸厖しばし， a て＇

両核穆q吸厖ぱ． ｛れ｀々れ::. q’'陶昨＇＇『 a 合品羞粁分 I" J，，才qであちことが｀わがウ。

まわ．外叫砂｀kLRA-10 1/- 1ま虚砂滋叫叫牙えで，大さが 1 ::::-オ｀／さ吸鳥可る能クャI'’

すぐれて V＼みので慮刊届才 Iこ 2 ＾務の合属虚で圭成‘ず，，?\ Iこ血し 1 ぃる。

手f1 、 ’'1 t tJプ 1 、/ iじ含属ー陰イオ｀／気操釦寵 I：：ついて 4 同穆．手「つ 13 2 和紅 a 1,:; 

〇シ 1 ン化含烏tくり返レ戸成させf'-も＾ 13. こ＾＇＼樹賄＇ A 恥パ會麿各リ仇＆慣集能
クが増大可乃。 以上 a ＄□ 昂夕｀ら ＂混合含鳥慮ィオー／企捩尉翡＇は血釘む紅手を逢

ぷことによ '1 尋培すぅ紐合も 4 もりを 1乍成｀可ることができ． 洛易！1 粒松回係·祁渇られる

外1..ゞ． 笈験森i乍t裔i良 1 しする：：とが‘-Z.· J',;,。

手い駿1:· 1J:. 1 ェ 0 ジ 1‘/ {じ:;:..、1 ゲ Iレと 11 ｀バ町 Iレシウ A の合哨會を笈化う也 訂違

＂心fぅ 1 1 、／噂がp疇 1-: およ I~ す影樽につし9 てしらべるしとも/1.. viわ叩る＼＇今島卓

ーイ 1 ンた使寧脂 ‘'a 積もつついても狩討し「く。

Preparation of " Mixed Metal Salts-Ion Exchange Resin " and its Application in Radir 

Kazuo Watari, Kiyoko Imai, Masami lzawa 
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3 B 18 
7ェロジアン化亜釣によるセジウムが1及着 II 岳吉晶約と平南弧虐

放医石f化学 ぷ可村正一／工業昴士大系匂ぽ乱伊大正史

研究目的

フェロシアン化亜弘はア Iしカリ含届とくにセシウムさよく吸着するこヒが認のり爪て＼ \ 

る。このフェロシアン化亜鈴と 7ェロシアン化亜鈴ナ I- リウムヘのセしウムの叔着乎衝立

成に帝する謹向および汲着，ことt fよつて亭出するイオンボ會，こっ、）て校け L t2 とこう／斎若
ぜば24 的酋l む専 L て亜鉛が定出するに対 L 俊危ぱ／0 分t‘平衝に達 l てナ Iー,)，ウ L心窯出＼

［た（第 /0 I回放的化冷哀オ誦［会て｀｀器表）。今,~，ま x 急詞折法（粉末；よ） t / この 2 つの交埃
ィ生かセシウハとイオン交喚 l fこヒぎの直句闇の変化と吸着乎衝に帝すぅ叶向の対応をしら

ベに。はあ X令皇廼折広（統末J、)の測定によ爪ば 7ェロンアン化亜鈷‘1ま詞繋法，：：よリ面向
隔の固なぅ粉末話晶がえられること｛らかった。
窟鍛方玄
匹免，：： I可ヽ） f2 試料 1まっぎ｀の息1合が加之て作った（表 1) 。
表 1, 喫履詞ヽ）たフェロシアン塩

名ロニ：ー：合；：］。，＂イ屯菊「e(eN)6閥03：力0Zf叫
前記の試料＋の面向隔／弓晟度比ほどけ断ゎ,jの↑よ＼ 1 がき‘\)詞製虞 1鱈 L て X歪稟起罪玄（粒
ま滋）ず測定した，これらの試糾のうちセシウムとイオン交検すぅ喝含ば試糾 0、 2 'J-＇二七
こウ A t藍皐夜 20 /11［を切えバッチ潔て二定吋呵、3ヽ 1) まぜ／iooo G-ぞ /0 分 1旬虚じら筵 L t
行末虎 I叩尻 L 乳鉢て＇杓研 l t2. :lのさ用いf2.っー創乞：： 1ま理冷電気/<. k 閲 1 月胴記鉢氏硬カ
x楳 I可折茉萱と使用 l t2.。
忠駿終屎
A I A' および D につヽ）てセこウら汲着後の d ぁ、よび I/rl li表又，お、よび‘表 3 丘示す通

1) である。この表て、あさらかばようこ D の d 偉ば吸着雨徳ど、全＜疫｛ヒが認めウ川「よがつfこ

。 l ヵ‘l fょがら A I A' の d f直は吸着前後て‘`I I] →モ，）差厨が認められfと。 A を(J,0/M 滓汲

召急呼 l 丘t易合のデ＇ークーは o, I M 濯汲C，'ふ＇）王ぜ臣 d佗と I A -'{の｛のの芸合であ 1) I 

変位の直中の過程と急之られう。このような喫蒻魚棘果がらセシウムとイオン交埃するとぎ
に／イオン交埓平f會に達す釘ぽ向が進ぃ A ば系□ 昆砂か笈五） ／乎倍に達する時向ヵ＼，阜 ID
ば棘品砂が｀夜わらはかっ rz..,
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衷 2, A A' のセしウム啜音：：よる面向隔の笈化

ロ反 着 前 叫支 着 復(A,A') 

A A' 0, O I H Cs 0, IM Cs 

d I/r, d I II d I/ I, d 
4.33 0，幻ダ生 33 /. 00 435 o,qo 

3.lO /. 0 0 3.io 0 、1, 2 9 3, go /, 00 

3./;3 0,4チ 3,｣1 

3,21 O. I 1 3 、 21 0 、 /0 3 、 30 0 、|g 
3, I も o. 03 

2,('6 0./2 3.0/ 

2. iも 0, 33 2 、gt 0, 2 3 2. g｢ o. 27 

2 、 6千 0, 2/ 2 、 [4 。\ I b 2.“ o. Is- 2 ，が1

2 、 21 o, 2) 

2./3 0, I':: 2 ̀  /3 

衷 3 D のセ：ウム喚着，＝よる面向阻名の―‘·ィヒ

ロ反 壱 剛‘’ 0及着 0や,愛I M fンエ0、 OI M Cs 
戊 T/r, 4 III ! d_ I 

タ丑 0，了5 夕、47 0, S Cf タ，47 0, (9 

4、 53 0 、夕 9 4,53 0,4ぶ 453 0 、 30

4./1 I, a o 4、 TI /, 00 4̀ II /, o a 

3, 60 o, 8 ｢ 3, (, O 0,ｧg 3, 6 6 0,“ 

3,4g o,4-o 349 0,2g ふ4q (),30 

3, I し 。しダ7 3, I!; 0, 3ダ 3, Iダ 0,40 

3, o I 0 、 31 3,02 0, 20 30 2. (),20 

2.r;/ o, 30 2.7/ 〇`20 .2 I'7| 〇 ,I?

2 57 0, 2._了 2 ，夕t 0, /~ 之，＄t 0, (4“ 

2, !;" 3 0, 35 2汐‘2 6,(4- 2,s.2.. 0, 慮

Adsorption Mechanism of Cesium to Zinc Ferrocyanide and Sodium Zinc Ferrocyanide 

Shoichi Kawamura, Hanako Kuraku, Yasushi Ooami and Masami lzawa 
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